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■令和３年度決算状況
■決算審査報告（監査委員の意見）
■令和３年度決算特別委員会
■９月定例会（主な質疑／議案審議）
■ここが聞きたい一般質問：６人
■９月定例会行政報告（大雨による被害状況等）

「季節を感じ、
平和への祈りと喜びを」
～ 委員宅庭園にて ～

（写真提供：日野口 和子 委員）

 
 

   

 

第３回定例会　行政報告
８月大雨に係る被害状況等について報告がありました。

報告内容は抜粋して掲載しております。
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町の魅力あふれる写真をお待ちしています。

「ぎかいだより懸橋」に
　表紙写真をお寄せください

【報告概要】
　８月３日未明から激しい雨が降り続き、大雨及び洪水警報が
発表され、同日夕方頃に両警報が解除。
　また、８月９日から18日の10日間、北日本に前線が停滞、強
い雨が続き、近年にない多くの被害が発生しました。災害対応
や被害状況、災害復旧経費などについて報告がありました。

【川の氾濫】
●青森県では平成31年から令和２年にかけ

て、奥入瀬川と明神川の浸水想定区域を大
幅に拡大しました。

　　町では自然災害の対策に努めています
が、災害発生時に最も重要となるのは、皆さ
ん一人ひとりが素早く避難し、安全を確保
することです。配布済みの『防災安全マッ
プ』を繰り返し手に取り見返し、防災訓練な
どの積極的な参加や自主的な訓練等を行
い、災害発生時に対応できるようお願いし
ます。

●浸水ランクの目安
　1,000年に一度の規模の大雨を想定
　・奥入瀬川流域の

12時間総雨量303㎜
　・明神川流域の

24時間総雨量529㎜

【災害復旧予算】
　　総　額　　2,124万円 ※千の位を四捨五入しています。

　　　　内訳　災害対策費　1,082万円
　　　　　　　災害復旧費　1,043万円

※今後増額となる見込み
※被害状況はＰ12・15・16の一般質問を参照

【土砂災害】
土砂災害の前ぶれ現象
・雨に注意しましょう

１時間に20㎜以上、または降り始めから100㎜以上の降雨量になった
ら十分な注意が必要です。
・避難場所の経路を確認しましょう

日頃から自分の住んでいる周りや避難場所までの経路に「土砂災害（特
別）警戒区域」があるか、防災安全マップのハザード情報で確認しま
しょう。

【５段階レベルを用いた防災情報】

第４回定例会のお知らせ
令和４年12月１日（木）午前10時から

おいらせ町議会では、
みなさんの傍聴をお待ちしています。

傍聴の際はマスク着用をお願いします。
●問い合せ　議会事務局（本庁舎３階）
●電　　話　０１７８（５６）２１１２

送付先：おいらせ町議会事務局 議会広報係
電　話：0178-56-2111（代表）
メール：gikai＠town.oirase.aomori.jp

 

 日頃から大雨に対する心がけを

▶詳しくは
　令和４年８月改訂の
　『防災安全マップ』を
　ご覧ください。

警戒レベル 状況 住民に求める行動 避難情報 防災気象情報
警戒レベル

５
災害発生

または切迫
命の危険

直ちに安全確保
緊急安全確保
（町が発令）

大雨特別警報
氾濫発生情報

〈警戒レベル４までに必ず避難！〉

警戒レベル
４

災害のおそれ
高い

危険な場所から
全員退避

避難指示
（町が発令）

土砂災害
警戒情報

氾濫危険情報

警戒レベル
３

災害のおそれ
あり

危険な場所から
高齢者等は避難

高齢者等避難
（町が発令）

大雨警報
洪水警報

氾濫警戒情報
警戒レベル

2 気象状況悪化 自らの避難行動を
確認 ― 大雨・洪水・

高潮注意報
警戒レベル

１
今後気象状況
悪化のおそれ

災害への心構えを
高める ― 早期注意情報
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一般会計
令和３年度

決算

ぶ
り
の

黒
字
決
算
!!

 

歳
　
入

自主財源：町が自主的に収入できるお金。
依存財源：国や県など、町以外の法律・基準・意思により決定され、

町に分配・交付されるお金。

歳
　
　
出

扶助費：児童手当や乳児・高齢者・障がい者等の医療費に使う経費。
公債費：町が借り入れたお金の返済に充てる経費。
物件費：賃金、委託料、消耗品費、郵便料等の経費。
義務的経費：人件費や扶助費、公債費等、任意で削減できない極めて

硬直性が高い経費。
投資的経費：支出が学校や道路等の資産の形成に向けられて、財産と

して将来に残るものに対して支出される経費。
※四捨五入の関係上、合計（小計）において一致しない場合があります。※四捨五入の関係上、合計（小計）において一致しない場合があります。

自主財源31.6億円 依存財源89.1億円

その他の経費54.3億円義務的経費55.0億円 投資的経費7.6億円

歳　　入
120億7,377万円の内訳

歳　　出
116億9,413万円の内訳
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ことば
のヒント！

▲議事進行する西舘秀雄 議長、提案理由を述べる松林義光 議会運営委員長と西館芳信 議会改革特別委員長（左側から）

▼ 各会計別の決算

にしだて ひで お まつばやしよしみつ にしだて よしのぶ

実質単年度収支も
５億４,１６４万円の

黒　字
※実質単年度収支＝実質収支－
　前年度の実質収支＋積立金－取崩額

実質収支は
２億９,５３５万円の

黒　字
※実質収支＝（歳入－歳出）－
　　　　翌年度に繰り越すお金

平成２７年度から
　 ６年ぶりの赤字脱却へ
　
　コロナ禍により物件費等
の経常経費が減少し、地方
交付税と地方消費税交付金
等の経常的収入も増加した
のが主な要因。

～高齢化への波が～

　７５歳になると国民健
康保険から後期高齢者
医療保険に切り替わるた
め、国民健康保険加入
者は年々減少し、後期
高齢者医療保険加入者
は年々増加しています。
　当町の２０２０年の高齢
化率（６５歳以上）は２８.９
％、２０４５年では４０.４％
になると予測されていま
す。

▼ 一般会計　目的別歳出決算額
令和３年度の歳出決算額は前年度より約１３.８億円 (▲１０.５％) 減となりました。その主な内容は、

民生費：子育て世帯への臨時特別給付金等により約９.２億円増
総務費：特別定額給付金（１人１０万円）皆減により約１９.９億円減
土木費：明神川改修に伴う町道橋りょう架替え工事費負担金皆減により１.７億円減　となっています。

R3年度

決算額
116.9億円

R２年度

決算額
130.7億円

消防費4.1億円

民生費
46.2億円

民生費
37.0億円

総務費
18.7億円

総務費
38.6億円

土木費
12.4億円 その他

12.1億円

土木費
14.1億円

教育費
11.6億円

教育費
12.3億円

公債費
10.9億円

公債費
11.1億円

その他
11.6億円

議会費1.0億円

消防費5.0億円 議会費1.0億円
0億円 20億円 40億円 60億円 80億円 100億円 120億円

特別会計 収入 支出 差引残額 単年度収支
国 民 健 康 保 険 23 億 3,529 万円 23 億 609 万円 2,920 万円 ▲ 594 万円
奨学資金貸付事業 1,928 万円 1,860 万円 68 万円 24 万円
公 共 下 水 道 事 業 10 億 3,595 万円 10 億 2,219 万円 1,377 万円 98 万円
農業集落排水事業 1 億 3,655 万円 1 億 3,365 万円 290 万円 ▲ 43 万円
介 護 保 険 23 億 5,479 万円 22 億 3,898 万円 1 億 1,581 万円 2,215 万円
後 期 高 齢 者 医 療 2 億 4,020 万円 2 億 3,138 万円 882 万円 409 万円
病 院 事 業
( 収 益 的 収 支 ) 9 億 9,092 万円 9 億 5,147 万円 3,945 万円 ー
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の経常経費が減少し、地方
交付税と地方消費税交付金
等の経常的収入も増加した
のが主な要因。
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になると予測されていま
す。

▼ 一般会計　目的別歳出決算額
令和３年度の歳出決算額は前年度より約１３.８億円 (▲１０.５％) 減となりました。その主な内容は、

民生費：子育て世帯への臨時特別給付金等により約９.２億円増
総務費：特別定額給付金（１人１０万円）皆減により約１９.９億円減
土木費：明神川改修に伴う町道橋りょう架替え工事費負担金皆減により１.７億円減　となっています。

R3年度

決算額
116.9億円

R２年度

決算額
130.7億円

消防費4.1億円

民生費
46.2億円

民生費
37.0億円

総務費
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土木費
12.4億円 その他

12.1億円
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公債費
11.1億円

その他
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議会費1.0億円

消防費5.0億円 議会費1.0億円
0億円 20億円 40億円 60億円 80億円 100億円 120億円

特別会計 収入 支出 差引残額 単年度収支
国 民 健 康 保 険 23 億 3,529 万円 23 億 609 万円 2,920 万円 ▲ 594 万円
奨学資金貸付事業 1,928 万円 1,860 万円 68 万円 24 万円
公 共 下 水 道 事 業 10 億 3,595 万円 10 億 2,219 万円 1,377 万円 98 万円
農業集落排水事業 1 億 3,655 万円 1 億 3,365 万円 290 万円 ▲ 43 万円
介 護 保 険 23 億 5,479 万円 22 億 3,898 万円 1 億 1,581 万円 2,215 万円
後 期 高 齢 者 医 療 2 億 4,020 万円 2 億 3,138 万円 882 万円 409 万円
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( 収 益 的 収 支 ) 9 億 9,092 万円 9 億 5,147 万円 3,945 万円 ー



▼ 

定
例
会
　決
算
審
査
報
告

▼ 

定
例
会
　決
算
審
査
報
告

　 5　○おいらせ町議会だより 2022.10.26 発行／懸かけはし橋○ ○おいらせ町議会だより 2022.10.26 発行／懸かけはし橋○　 4　

【
決
算
審
査
意
見
】

　
各
会
計
と
も
適
正
に
処
理

さ
れ
て
い
る
。

　一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

を
合
わ
せ
た
単
年
度
収
支
は

黒
字
と
な
っ
た
。

　
一
般
会
計
の
総
計
決
算
額

は
、前
年
度
と
比
較
し
歳
入

で
は
10・０
％
減
少
し
、歳
出

で
も
10・５
％
減
少
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
は
、主
に
歳
入
で
は
、

国
庫
補
助
金
が
前
年
に
比
べ

約
17
億
８
８
８
５
万
円
の
減

額
、歳
出
で
は
、総
務
管
理
費

が
約
19
億
１
９
９
７
万
円
減

額
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　
実
質
収
支
は
約
２
億
９
５

３
５
万
円
の
黒
字
で
、単
年

度
収
支
で
も
約
７
９
８
万
円

の
黒
字
と
な
り
、１
年
間
に

得
ら
れ
る
収
入
で
、そ
の
間

の
支
出
を
賄
え
て
い
る
か
と

い
っ
た
実
質
単
年
度
収
支
は

約
５
億
４
１
６
４
万
円
の
黒

字
と
な
り
、６
年
ぶ
り
に
赤

字
を
脱
却
し
た
。国
庫
支
出

金
が
前
年
度
に
比
べ
大
幅
に

減
少
し
た
が
、町
税
収
入
と

地
方
交
付
税
及
び
地
方
消
費

税
交
付
金
等
が
増
加
し
た
こ

と
に
よ
る
。

　
特
別
会
計
の
総
計
決
算
額

は
、前
年
度
と
比
較
し
歳
入

で
は
０
・
４
％
減
少
し
、歳

出
で
も
０
・
８
％
減
少
し
た
。

実
質
収
支
は
約
１
億
７
１
１

７
万
円
の
黒
字
と
な
り
、前

年
度
の
実
質
収
支
を
差
し
引

い
た
単
年
度
収
支
も
約
２
１

０
８
万
円
の
黒
字
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、特
別
会
計
に
お
い

て
は
、令
和
３
年
度
の一般
会

計
か
ら
総
額
約
13
億
４
７
６

１
万
円
が
特
別
会
計
に
繰
り

出
さ
れ
て
い
る
。

【
財
政
健
全
化
審
査
意
見
】

　
財
政
健
全
化
判
断
の
４
項

目（
①
実
質
赤
字
比
率
②
連

結
実
質
赤
字
比
率
③
実
質
公

債
費
比
率
④
将
来
負
担
比

率
）の
指
標
は
、早
期
健
全
化

基
準
を
下
回
っ
て
お
り
、特
に

指
摘
す
べ
き
事
項
は
な
い
。

【
経
営
健
全
化
審
査
意
見
】

　
各
会
計
と
も
資
金
不
足
の

状
況
に
な
く
、経
営
健
全
化

基
準
の
20
・
０
％
と
比
較
す

る
と
、良
好
な
状
況
と
認
め

ら
れ
る
。

【
不
納
欠
損
額（
表
１
）及
び

収
入
未
済
額（
表
２
）の
状
況
】

　
令
和
３
年
度
の
不
納
欠
損

額
は
、前
年
度
比
で
約
２
１

６
万
円
増
加
し
、３
０
８
９

万
円
と
な
っ
た
。内
訳
は
、町

税
と
国
保
税
が
全
体
の
86
・

４
％
を
占
め
て
い
る
。増
加

し
た
主
な
要
因
は
、国
保
税

が
前
年
度
比
約
１
６
６
万
円

と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　
ま
た
、収
入
未
済
額
で
は
、

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
と

も
に
減
少
し
、前
年
度
比
で

約
５
３
８
２
万
円
減
少
し
、

約
２
億
４
２
１
３
万
円
と
な

っ
た
。

　
収
入
未
済
額
は
減
少
傾
向

に
あ
り
、取
り
組
み
の
成
果

が
発
揮
さ
れ
て
い
る
。今
後

も
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

※四捨五入の関係上、金額が一致しない場合があります。

これ知っていますか？

町の財政を判断する基準

令和３年度
0.459
0.441

令和２年度
0.470
0.470

令和元年度
0.469
0.467

財政力指数
３か年平均

単年度
※数値が１に近くあるいは１を超えるほど財政力が高い。(全国平均値0.52)

　予算のうち、どれくらいを自前の税収で賄えているかを表します。
この数値が高いほど財政力が強いことを示しています。
　財政力指数は高いほど、財政力に余裕のある団体であることを示し、１を
超えると普通交付税が交付されない団体となります。
　総務省が各自治体の令和２年度決算を集計した「令和４年版地方財政白書
資料編」によると全国町村の財政力指数の総平均値は0.52と示されており、
当町は全国平均をやや下回っている状況です。

　令和３年度の経常収支比率は令和２年度と比較すると低くなり、少し余
裕がでてきました。
　また、令和３年度の実質公債費比率も同様に令和２年度と比較すると低
くなり負担割合が減少してきています。

●財政力指数の推移

令和３年度
87.2％
10.8％

令和２年度
95.3％
11.1％

令和元年度
94.4％
11.0％

経常収支比率
実質公債費比率

経常収支比率：人件費など毎年かかる固定費の割合です。数値が低いほど
政策的に使われるお金が多いことになります。

実質公債費比率：一般会計が負担する借金返済費用の割合です。数値が高
いほど、ほかの事業にあてる財源を圧迫することになり
ます。

●経常収支比率、実質公債費比率

●財政状況の推移

子どものびのび
　　　大人いきいき
ともにつくるおいらせ町

H18
6.8億円

R3
21.5億円

▼財政調整基金残高(預金)

※合併時より14.7億円増加

H18
140.4億円

R3
90.5億円

▼地方債現在高(借金)

※合併時より49.9億円減少
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数  

名
の
町
民
か
ら
、
子
ど
も

が
故
郷
を
離
れ
て
戻
っ
て
来
な

い
た
め
将
来
的
に
は
、「
墓
じ

ま
い
」
を
し
た
い
と
相
談
を
受

け
て
い
る
。「
墓
じ
ま
い
」
を

す
る
た
め
に
は
、
皆
が
入
れ
る

お
墓
が
必
要
で
あ
る
。

　
合
葬
墓
に
つ
い
て
検
討
す
る

時
期
が
来
て
い
る
と
思
う
が
町

の
考
え
は
。（

平
野
敏
彦 

委
員
）

答
　
現
在
、青
森
市
、八
戸
市
、

弘
前
市
等
の
都
市
部
で
は
墓
地

不
足
解
消
と
収
益
が
見
込
め
る

こ
と
も
あ
り
合
葬
墓
を
整
備
し

て
い
る
。

　
当
町
の
墓
地
は
ま
だ
残
っ
て

い
る
た
め
合
葬
墓
を
整
備
す
る

と
墓
地
が
売
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
。
ま
た
、

合
葬
墓
は
無
縁
化
の
肯
定
に
繋

が
っ
て
し
ま
う
た
め
慎
重
に
検

討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

再
質
問
　
現
実
的
に
、
子
ど
も

が
帰
っ
て
来
な
い
。
自
分
が
死

ん
だ
ら
ど
う
な
る
の
か
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
再
度

町
長
の
考
え
を
問
う
。

答
　
非
常
に
難
し
い
問
題
だ
と

思
っ
て
い
る
。

　
他
の
市
で
は
整
備
し
て
い
る

が
、
我
が
町
の
場
合
は
、
町
の

管
理
方
法
な
ど
を
含
め
、
難
し

い
課
題
が
山
積
し
て
い
る
の

で
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

旧  

下
田
町
と
旧
百
石
町
の
町

営
住
宅
の
割
合
は
、
旧
下
田
が

５
倍
以
上
を
占
め
て
い
る
。

　
現
在
、
生
活
保
護
世
帯
が
３

万
円
か
ら
４
万
円
未
満
の
家
賃

で
入
居
で
き
る
箇
所
が
ほ
と
ん

ど
な
い
。

　
今
こ
そ
町
は
、
低
所
得
者
が

入
居
で
き
る
よ
う
土
地
利
用
計

画
に
よ
っ
て
町
営
住
宅
を
整
備

す
べ
き
と
考
え
る
。ま
た
、町
営

住
宅
の
整
備
が
難
し
い
場
合
、

空
家
を
利
活
用
す
る
政
策
を
願

っ
て
い
る
が
、
町
の
考
え
は
。

（
西
館
芳
信 
委
員
）

答
　
合
併
当
時
、
町
営
住
宅
は

３
５
０
戸
程
度
あ
っ
た
が
現
在

は
３
０
０
戸
と
減
少
し
て
い

る
。

　
町
が
直
接
建
設
す
る
場
合
、

半
分
以
上
の
補
助
金
を
頂
い
て

も
、
相
当
な
町
負
担
分
と
な
っ

て
し
ま
う
。

　
そ
の
た
め
、
民
間
の
ア
パ
ー

ト
を
町
が
借
り
上
げ
、
低
所
得

者
に
対
し
、
家
賃
補
助
が
で
き

な
い
か
な
ど
全
国
の
事
例
を
調

査
し
て
い
る
。

　
低
所
得
者
等
へ
の
住
宅
を
供

給
す
る
た
め
、
今
後
、
様
々
な

供
給
手
法
を
検
討
し
て
い
く
。

意
見
　
現
在
の
町
営
住
宅
の
地

域
格
差
を
考
慮
し
、
是
非
と
も

一
川
目
、
二
川
目
地
区
に
建
設

し
て
頂
き
た
い
。

私  

有
地
か
ら
道
路
中
央
ま
で
延
び
て
い
る
枝
に

雪
が
積
も
り
落
雪
す
れ
ば
非
常
に
危
険
な
場
所
が

あ
る
。

　
早
急
な
対
応
を
。

（
日
野
口
和
子 

委
員
）

子  

ど
も
医
療
費
助
成
制
度
で

医
療
費
を
無
料
と
し
て
い
る
。

整
骨
院
で
の
診
療
は
窓
口
で
自

己
負
担
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
そ
の
理
由
は
。

整
骨
院
も
医
療
機
関
と
同
様
に

窓
口
負
担
を
無
く
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
か
。

（
松
林
義
光 

委
員
）

答
　
整
骨
院
は
医
療
機
関
で
は

な
い
た
め
、
保
険
者
を
通
じ
て

町
が
整
骨
院
に
支
払
う
こ
と
が

で
き
な
い
状
況
。

に
し
だ
て

よ
し
の
ぶ

ひ
ら
の

と
し
ひ
こ

▲奥入瀬西団地

▲町の除雪車

▲澤上　訓 決算特別委員長

▲町営霊園

令和３年度決算特別委員会　― 主な質疑 ―

　令和３年度一般会計決算及び各特別会計・病院事業会計
決算案は、議長を含む全議員をもって構成した決算特別委
員会（澤上訓委員長）で審査しました。
　町政全般にわたり、多くの質疑がありましたが紙面では
その一部をご紹介します。 さわかみ さとし

洋  

光
台
団
地
の
草
刈
り
と
街
路
樹
剪
定
の
委
託

場
所
、
及
び
回
数
は
。

（
佐
々
木 

勝 

委
員
）

延  

長
保
育
事
業
委
託
料
の
過

払
い
に
つ
い
て
、
６
月
開
催
の

議
員
全
員
協
議
会
で
説
明
が
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
の
状
況
を
確

認
し
た
い
。（

佐
々
木 

勝 

委
員
）

答
　
関
係
す
る
認
定
こ
ど
も
園

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
９
月
１

日
ま
で
に
過
払
い
し
た
委
託
料

は
全
額
返
還
さ
れ
ま
し
た
。

答
　
毎
年
11
月
に
除
雪

委
託
業
者
と
説
明
会
を

開
催
。
そ
の
中
で
除
雪

作
業
に
支
障
が
あ
る
枝

は
、
連
絡
を
受
け
、
事

前
に
枝
払
い
を
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。な
お
、

私
有
地
の
方
へ
は
危
険

が
あ
る
旨
を
伝
え
、
解

消
し
て
頂
く
よ
う
促
し

て
い
く
。

答
　
洋
光
台
団
地
の
草

刈
り
と
街
路
樹
の
剪
定

は
年
１
回
実
施
し
て
い

る
。

　
草
刈
り
の
場
所
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
付
近
で
、
樹
木
の
選

定
場
所
は
、
町
内
会
長

と
協
議
し
決
定
し
て
い

る
。

ひ
の
ぐ
ち

か
ず
こ

さ
　
さ
　
き

ま
さ
る

ま
つ
ば
や
し
よ
し
み
つ

さ
　
さ
　
き

ま
さ
る

▲洋光台の街路樹

旧

再
質
問

意
見

答

洋答私答

延答 子答

数答

答

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
突
然
で
す
が『
お
い
ぐ
ら
』っ
て
ご
存
じ
で
す
か
。

お
い
ら
せ
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
作
成
し
て
い
る
ブ
ロ
グ
で
す
。

　
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
を
あ
ま
り
ご
覧
に
な
ら
な
い
方
へ
向
け
て
、
こ
の

コ
ー
ナ
ー
で
は
そ
の
ブ
ロ
グ
を
抜
粋
・
編
集
し
て
『
当
町
の
子
育
て
支
援
』

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　医
療
費
　
お
い
ら
せ
町
は
、
０
歳
〜
中
学
３
年
生
ま
で
の
保
険
適
用
分
の
医

療
費
が
無
料
で
す
。
保
護
者
の
所
得
制
限
も
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
い

最
近
、
某
市
が
高
校
生
ま
で
医
療
費
を
無
料
化
し
ま
す
と
の
報
道

が
あ
り
ま
し
た
。
某
市
は
、
今
年
度
ま
で
保
護
者
の
所
得
制
限
付

き
の
小
・
中
学
生
の
入
院
の
み
医
療
費
を
償
還
払
い
（
窓
口
で
支

払
い
あ
り
）
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
当
町
の
医
療
費
助
成
制
度
は

手
厚
く
、
全
県
一
律
の
取
り
組
み
で
な
か
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受

け
ま
し
た
。

給
食
費
　
給
食
費
の
相
場
は
月
額
４
〜
６
千
円
で
、
年
間
平
均
に
す
る
と
約

５
万
円
で
す
が
当
町
は
無
料
で
す
。

　
　
　
　
な
お
、
当
町
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
、
お
子
さ

ん
が
食
べ
て
い
る
給
食
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
給
食
の

裏
話
も
あ
る
の
で
見
て
く
だ
さ
い
ね
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
・
こ
ど
も
教
室

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
相
場
は
月
額
３
〜
５
千
円
で
、
年
間
平
均

に
す
る
と
約
５
万
円
で
す
が
当
町
は
無
料
で
す
。

保
育
料
　
保
育
料
は
３
万
円
が
上
限
と
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
３
人
目
以
降
は
無
料
で
す
。

延
長
保
育
、
一
時
保
育
、
休
日
保
育
、
病

後
児
保
育
サ
ー
ビ
ス
も
充
実
し
て
い
ま

す
。

　　
ず
っ
と
住
ん
で
い
る
と『
当
た
り
前
』に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
他
市
町
村
と
比
べ
る
と
『
お
い
ら
せ
町

の
子
育
て
支
援
』
は
手
厚
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
移
住
希
望
者
が
お
り
ま
し
た
ら
、
是
非
お
知
ら
せ

頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ち
ょ
こ
っ
と
　
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
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数  

名
の
町
民
か
ら
、
子
ど
も

が
故
郷
を
離
れ
て
戻
っ
て
来
な

い
た
め
将
来
的
に
は
、「
墓
じ

ま
い
」
を
し
た
い
と
相
談
を
受

け
て
い
る
。「
墓
じ
ま
い
」
を

す
る
た
め
に
は
、
皆
が
入
れ
る

お
墓
が
必
要
で
あ
る
。

　
合
葬
墓
に
つ
い
て
検
討
す
る

時
期
が
来
て
い
る
と
思
う
が
町

の
考
え
は
。（

平
野
敏
彦 

委
員
）

答
　
現
在
、青
森
市
、八
戸
市
、

弘
前
市
等
の
都
市
部
で
は
墓
地

不
足
解
消
と
収
益
が
見
込
め
る

こ
と
も
あ
り
合
葬
墓
を
整
備
し

て
い
る
。

　
当
町
の
墓
地
は
ま
だ
残
っ
て

い
る
た
め
合
葬
墓
を
整
備
す
る

と
墓
地
が
売
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
。
ま
た
、

合
葬
墓
は
無
縁
化
の
肯
定
に
繋

が
っ
て
し
ま
う
た
め
慎
重
に
検

討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

再
質
問
　
現
実
的
に
、
子
ど
も

が
帰
っ
て
来
な
い
。
自
分
が
死

ん
だ
ら
ど
う
な
る
の
か
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
再
度

町
長
の
考
え
を
問
う
。

答
　
非
常
に
難
し
い
問
題
だ
と

思
っ
て
い
る
。

　
他
の
市
で
は
整
備
し
て
い
る

が
、
我
が
町
の
場
合
は
、
町
の

管
理
方
法
な
ど
を
含
め
、
難
し

い
課
題
が
山
積
し
て
い
る
の

で
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

旧  

下
田
町
と
旧
百
石
町
の
町

営
住
宅
の
割
合
は
、
旧
下
田
が

５
倍
以
上
を
占
め
て
い
る
。

　
現
在
、
生
活
保
護
世
帯
が
３

万
円
か
ら
４
万
円
未
満
の
家
賃

で
入
居
で
き
る
箇
所
が
ほ
と
ん

ど
な
い
。

　
今
こ
そ
町
は
、
低
所
得
者
が

入
居
で
き
る
よ
う
土
地
利
用
計

画
に
よ
っ
て
町
営
住
宅
を
整
備

す
べ
き
と
考
え
る
。ま
た
、町
営

住
宅
の
整
備
が
難
し
い
場
合
、

空
家
を
利
活
用
す
る
政
策
を
願

っ
て
い
る
が
、
町
の
考
え
は
。

（
西
館
芳
信 

委
員
）

答
　
合
併
当
時
、
町
営
住
宅
は

３
５
０
戸
程
度
あ
っ
た
が
現
在

は
３
０
０
戸
と
減
少
し
て
い

る
。

　
町
が
直
接
建
設
す
る
場
合
、

半
分
以
上
の
補
助
金
を
頂
い
て

も
、
相
当
な
町
負
担
分
と
な
っ

て
し
ま
う
。

　
そ
の
た
め
、
民
間
の
ア
パ
ー

ト
を
町
が
借
り
上
げ
、
低
所
得

者
に
対
し
、
家
賃
補
助
が
で
き

な
い
か
な
ど
全
国
の
事
例
を
調

査
し
て
い
る
。

　
低
所
得
者
等
へ
の
住
宅
を
供

給
す
る
た
め
、
今
後
、
様
々
な

供
給
手
法
を
検
討
し
て
い
く
。

意
見
　
現
在
の
町
営
住
宅
の
地

域
格
差
を
考
慮
し
、
是
非
と
も

一
川
目
、
二
川
目
地
区
に
建
設

し
て
頂
き
た
い
。

私  

有
地
か
ら
道
路
中
央
ま
で
延
び
て
い
る
枝
に

雪
が
積
も
り
落
雪
す
れ
ば
非
常
に
危
険
な
場
所
が

あ
る
。

　
早
急
な
対
応
を
。

（
日
野
口
和
子 

委
員
）

子  

ど
も
医
療
費
助
成
制
度
で

医
療
費
を
無
料
と
し
て
い
る
。

整
骨
院
で
の
診
療
は
窓
口
で
自

己
負
担
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
そ
の
理
由
は
。

整
骨
院
も
医
療
機
関
と
同
様
に

窓
口
負
担
を
無
く
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
か
。

（
松
林
義
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委
員
）

答
　
整
骨
院
は
医
療
機
関
で
は

な
い
た
め
、
保
険
者
を
通
じ
て

町
が
整
骨
院
に
支
払
う
こ
と
が

で
き
な
い
状
況
。

に
し
だ
て

よ
し
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し
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の
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場
所
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。
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長
保
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業
委
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の
過

払
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に
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て
、
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開
催
の
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員
全
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会
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が
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が
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の
後
の
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を
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。（

佐
々
木 

勝 

委
員
）

答
　
関
係
す
る
認
定
こ
ど
も
園

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
９
月
１

日
ま
で
に
過
払
い
し
た
委
託
料

は
全
額
返
還
さ
れ
ま
し
た
。

答
　
毎
年
11
月
に
除
雪

委
託
業
者
と
説
明
会
を

開
催
。
そ
の
中
で
除
雪

作
業
に
支
障
が
あ
る
枝

は
、
連
絡
を
受
け
、
事

前
に
枝
払
い
を
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。な
お
、

私
有
地
の
方
へ
は
危
険

が
あ
る
旨
を
伝
え
、
解

消
し
て
頂
く
よ
う
促
し

て
い
く
。

答
　
洋
光
台
団
地
の
草

刈
り
と
街
路
樹
の
剪
定

は
年
１
回
実
施
し
て
い

る
。

　
草
刈
り
の
場
所
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
付
近
で
、
樹
木
の
選

定
場
所
は
、
町
内
会
長

と
協
議
し
決
定
し
て
い

る
。

ひ
の
ぐ
ち

か
ず
こ

さ
　
さ
　
き

ま
さ
る

ま
つ
ば
や
し
よ
し
み
つ

さ
　
さ
　
き

ま
さ
る

▲洋光台の街路樹

旧

再
質
問

意
見

答

洋答私答

延答 子答

数答

答

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
突
然
で
す
が『
お
い
ぐ
ら
』っ
て
ご
存
じ
で
す
か
。

お
い
ら
せ
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
作
成
し
て
い
る
ブ
ロ
グ
で
す
。

　
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
を
あ
ま
り
ご
覧
に
な
ら
な
い
方
へ
向
け
て
、
こ
の

コ
ー
ナ
ー
で
は
そ
の
ブ
ロ
グ
を
抜
粋
・
編
集
し
て
『
当
町
の
子
育
て
支
援
』

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　医
療
費
　
お
い
ら
せ
町
は
、
０
歳
〜
中
学
３
年
生
ま
で
の
保
険
適
用
分
の
医

療
費
が
無
料
で
す
。
保
護
者
の
所
得
制
限
も
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
い

最
近
、
某
市
が
高
校
生
ま
で
医
療
費
を
無
料
化
し
ま
す
と
の
報
道

が
あ
り
ま
し
た
。
某
市
は
、
今
年
度
ま
で
保
護
者
の
所
得
制
限
付

き
の
小
・
中
学
生
の
入
院
の
み
医
療
費
を
償
還
払
い
（
窓
口
で
支

払
い
あ
り
）
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
当
町
の
医
療
費
助
成
制
度
は

手
厚
く
、
全
県
一
律
の
取
り
組
み
で
な
か
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受

け
ま
し
た
。

給
食
費
　
給
食
費
の
相
場
は
月
額
４
〜
６
千
円
で
、
年
間
平
均
に
す
る
と
約

５
万
円
で
す
が
当
町
は
無
料
で
す
。

　
　
　
　
な
お
、
当
町
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
、
お
子
さ

ん
が
食
べ
て
い
る
給
食
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
給
食
の

裏
話
も
あ
る
の
で
見
て
く
だ
さ
い
ね
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
・
こ
ど
も
教
室

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
相
場
は
月
額
３
〜
５
千
円
で
、
年
間
平
均

に
す
る
と
約
５
万
円
で
す
が
当
町
は
無
料
で
す
。

保
育
料
　
保
育
料
は
３
万
円
が
上
限
と
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
３
人
目
以
降
は
無
料
で
す
。

延
長
保
育
、
一
時
保
育
、
休
日
保
育
、
病

後
児
保
育
サ
ー
ビ
ス
も
充
実
し
て
い
ま

す
。

　　
ず
っ
と
住
ん
で
い
る
と『
当
た
り
前
』に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
他
市
町
村
と
比
べ
る
と
『
お
い
ら
せ
町

の
子
育
て
支
援
』
は
手
厚
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
移
住
希
望
者
が
お
り
ま
し
た
ら
、
是
非
お
知
ら
せ

頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ち
ょ
こ
っ
と
　
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
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【
議
案
第
57
号
】

　
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

額
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

問
　
消
防
団
員
の
年
額
報
酬
を
国

の
基
準
に
準
じ
、増
額
改
正
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、本
年
３
月
定
例

会
で
、上
十
三
地
区
消
防
協
会
と

協
議
・
統一し
、改
正
し
た
ば
か
り
。

　
な
ぜ
、３
月
定
例
会
で
国
基
準

を
用
い
ら
ず
、関
係
機
関
で
決
定

し
た
額
と
し
た
の
か
。

（
平
野
敏
彦 

議
員
）

答
　
国
の
財
政
措
置
は
１
月
中
旬

に
示
さ
れ
た
が
、既
に
上
十
三
地

区
消
防
協
会
で
統
一
金
額
と
す
る

こ
と
に
決
定
し
て
お
り
、３
月
定
例

会
で
改
正
し
た
。そ
の
後
、県
か

ら
、令
和
４
年
度
中
に
国
の
基
準

に
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、交
付
税

算
入
さ
れ
る
旨
の
連
絡
が
あ
っ
た

た
め
、国
の
基
準
額
と
同
額
に
改

正
す
る
こ
と
と
し
た
。

【
議
案
第
58
号
】

　
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

問
　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ー

で
本
人
以
外
（
家
族
や
第
３
者
）

が
取
得
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

（
川
口
弘
治 

議
員
）

答
　
家
族
な
ど
に
頼
ま
れ
、
個
人

番
号
カ
ー
ド
を
利
用
し
、
暗
証
番

号
を
多
機
能
端
末
機
に
入
力
す
れ

ば
発
行
可
能
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
カ
ー
ド
と
暗
証
番
号

は
自
己
管
理
す
る
こ
と
が
基
本
で

す
。

【
議
案
第
60
号
】

　
令
和
４
年
度
　
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

問
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、お
祭
り

や
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
が
３
年
間
続

き
、鶏
舞
、獅
子
舞
な
ど
の
後
継
者

が
い
な
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。文
化
継
承
に
対
す
る
町
の
考

え
は
。

（
田
中
正
一 

議
員
）

答
　
お
祭
り
の
開
催
に
つ
い
て
は
、

町
観
光
物
産
協
会
が
山
車
組
と
協

議
、検
討
し
た
中
で
、コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
を
憂
慮
す
る
参
加
者
の
意
見

で
中
止
と
な
っ
た
。そ
の
際
、祭
り

文
化
の
継
承
を
望
む
声
が
あ
り
、

町
も
同
様
の
思
い
か
ら
、伝
統
継

承
の
た
め
の
代
替
イ
ベ
ン
ト
実
施

等
に
対
し
て
、そ
の
費
用
を
補
助

す
る
こ
と
と
し
た
。

問
　
ア
ス
ベ
ス
ト
の
危
険
性
を
考

慮
す
る
と
全
公
共
施
設
の一
括
調

査
及
び
撤
去
工
事
を
実
施
す
べ
き

で
は
な
い
か
。今
後
の
計
画
は
。

（
西
館
芳
信 

議
員
）

答
　
工
事
は
町
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
基
づ
き
実
施
し
て
い
る
。

一括
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
が
、国

の
方
針
は「
建
物
改
修
時
に
届
け

出
す
る
こ
と
」と
示
さ
れ
て
い
る
。

　
公
共
施
設
に
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有

塗
料
は
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、現

状
で
は
害
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
。

改
修
工
事
時
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
飛

散
す
れ
ば
危
険
と
な
る
た
め
改
修

工
事
の
都
度
、実
施
す
る
。

発委第３号から第５号提案理由説明
◀松林議会運営委員長

　ウイルス感染対策、災害発生等で全員協議会や各委員会会場に
集まることが困難な時、タブレット端末を使用し、自宅に居ながら
会議に参加できるように条例や規則等を整備しました。

～　議会ＩＣＴ推進事業　～
議員発委第３号から第７号　可決

議案審議一覧
 全て原案可決しました

１日(木)  開　　会
５日(月)  一般質問
６日(火)  一般質問、議案審議
７日(水)  決算特別委員会
８日(木)  決算特別委員会、議案審議、閉会

9月
 定例会

報告第 ５ 号　令和３年度おいらせ町健全化判断比率
及び資金不足比率について

報告第 ６ 号　令和３年度青森県新産業都市建設事業
団特定事業及び特定事業以外の事業の
決算報告について

諮問第 ２ 号　人権擁護委員の候補者の推薦につき意
見を求めることについて

諮問第 ３ 号　人権擁護委員の候補者の推薦につき意
見を求めることについて

諮問第 ４ 号　人権擁護委員の候補者の推薦につき意
見を求めることについて

議案第５６号　おいらせ町職員の育児休業等に関する
条例の一部を改正する条例について

議案第５７号　おいらせ町特別職の職員で非常勤のも
のの報酬及び費用弁償額に関する条例
の一部を改正する条例について

議案第５８号　おいらせ町印鑑条例の一部を改正する
条例について

議案第５９号　木ノ下小学校空調設備整備工事（機械
設備）請負契約の締結について

議案第６０号　令和４年度おいらせ町一般会計補正予
算（第２号）について

議案第６１号　令和４年度おいらせ町国民健康保険特
別会計補正予算（第１号）について

議案第６２号　令和４年度おいらせ町奨学資金貸付事
業特別会計補正予算（第１号）について

議案第６３号　令和４年度おいらせ町公共下水道事業
特別会計補正予算（第２号）について

議案第６４号　令和４年度おいらせ町農業集落排水事
業特別会計補正予算（第１号）について

議案第６５号　令和４年度おいらせ町介護保険特別会
計補正予算（第１号）について

議案第６６号　令和４年度おいらせ町後期高齢者医療
特別会計補正予算（第１号）について

議案第６７号　令和４年度おいらせ町病院事業会計補
正予算（第２号）について

認定第 １ 号　令和３年度おいらせ町一般会計歳入歳
出決算認定について

認定第 ２ 号　令和３年度おいらせ町国民健康保険特
別会計歳入歳出決算認定について

認定第 ３ 号　令和３年度おいらせ町奨学資金貸付事
業特別会計歳入歳出決算認定について

認定第 ４ 号　令和３年度おいらせ町公共下水道事業
特別会計歳入歳出決算認定について

認定第 ５ 号　令和３年度おいらせ町農業集落排水事
業特別会計歳入歳出決算認定について

認定第 ６ 号　令和３年度おいらせ町介護保険特別会
計歳入歳出決算認定について

認定第 ７ 号　令和３年度おいらせ町後期高齢者医療
特別会計歳入歳出決算認定について

認定第 ８ 号　令和３年度おいらせ町病院事業会計決
算認定について

発委第 ３ 号　オンラインによる方法での委員会等開
催に係る関係条例の整備に関する条例
の制定について

発委第 ４ 号　おいらせ町議会会議規則の一部を改正
する規則について

発委第 ５ 号　おいらせ町議会タブレット端末貸与及
び運用規則の制定について

発委第 ６ 号　おいらせ町議会オンライン委員会等運
営要綱の制定について

発委第 ７ 号　おいらせ町議会会議システム導入業務
プロポーザル審査委員会設置要綱の制
定について

人 事 案 件
 

人 権 擁 護 委 員  

【諮問第２号から第４号】

　任期満了に伴い、人権擁護
委員候補者として適任となり
ました。
　任期は令和５年１月１日か
ら３年間となります。

柏 崎　尚 生 氏
（木内々）

かしわ ざき きなお

吉 田　京 子 氏
（一川目）

よし だ こきょう

山 端　節 子 氏
（阿光坊）

やま はた こせつ

　地域の方から人権相談を受け、問題解決のお手伝
いをしたり、法務局の職員と協力して人権侵害から
被害者を救済したり、皆さんに対して人権について
関心を持ってもらえるような啓発活動を行なったり
しています。

人権擁護委員の
役割

か
わ
ぐ
ち

ひ
ろ
じ

と
し
ひ
こ

ひ
ら
の

た
な
か
し
ょ
う
い
ち

に
し
だ
て

よ
し
の
ぶ

９
議

月

案
の

審
主

議
な

▼ 

９
月
定
例
会
　
議
案
審
議

▼ 

９
月
定
例
会
　
議
案
審
議

▲本村獅子舞

▲おいらせ町消防団員

発委第６号から第７号提案理由説明
西館議会改革特別委員長▶

問問 答

問答

問答 答
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【
議
案
第
57
号
】

　
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

額
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

問
　
消
防
団
員
の
年
額
報
酬
を
国

の
基
準
に
準
じ
、増
額
改
正
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、本
年
３
月
定
例

会
で
、上
十
三
地
区
消
防
協
会
と

協
議
・
統一し
、改
正
し
た
ば
か
り
。

　
な
ぜ
、３
月
定
例
会
で
国
基
準

を
用
い
ら
ず
、関
係
機
関
で
決
定

し
た
額
と
し
た
の
か
。

（
平
野
敏
彦 

議
員
）

答
　
国
の
財
政
措
置
は
１
月
中
旬

に
示
さ
れ
た
が
、既
に
上
十
三
地

区
消
防
協
会
で
統
一
金
額
と
す
る

こ
と
に
決
定
し
て
お
り
、３
月
定
例

会
で
改
正
し
た
。そ
の
後
、県
か

ら
、令
和
４
年
度
中
に
国
の
基
準

に
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、交
付
税

算
入
さ
れ
る
旨
の
連
絡
が
あ
っ
た

た
め
、国
の
基
準
額
と
同
額
に
改

正
す
る
こ
と
と
し
た
。

【
議
案
第
58
号
】

　
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

問
　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ー

で
本
人
以
外
（
家
族
や
第
３
者
）

が
取
得
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

（
川
口
弘
治 

議
員
）

答
　
家
族
な
ど
に
頼
ま
れ
、
個
人

番
号
カ
ー
ド
を
利
用
し
、
暗
証
番

号
を
多
機
能
端
末
機
に
入
力
す
れ

ば
発
行
可
能
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
カ
ー
ド
と
暗
証
番
号

は
自
己
管
理
す
る
こ
と
が
基
本
で

す
。

【
議
案
第
60
号
】

　
令
和
４
年
度
　
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

問
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、お
祭
り

や
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
が
３
年
間
続

き
、鶏
舞
、獅
子
舞
な
ど
の
後
継
者

が
い
な
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。文
化
継
承
に
対
す
る
町
の
考

え
は
。

（
田
中
正
一 

議
員
）

答
　
お
祭
り
の
開
催
に
つ
い
て
は
、

町
観
光
物
産
協
会
が
山
車
組
と
協

議
、検
討
し
た
中
で
、コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
を
憂
慮
す
る
参
加
者
の
意
見

で
中
止
と
な
っ
た
。そ
の
際
、祭
り

文
化
の
継
承
を
望
む
声
が
あ
り
、

町
も
同
様
の
思
い
か
ら
、伝
統
継

承
の
た
め
の
代
替
イ
ベ
ン
ト
実
施

等
に
対
し
て
、そ
の
費
用
を
補
助

す
る
こ
と
と
し
た
。

問
　
ア
ス
ベ
ス
ト
の
危
険
性
を
考

慮
す
る
と
全
公
共
施
設
の一
括
調

査
及
び
撤
去
工
事
を
実
施
す
べ
き

で
は
な
い
か
。今
後
の
計
画
は
。

（
西
館
芳
信 

議
員
）

答
　
工
事
は
町
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
基
づ
き
実
施
し
て
い
る
。

一括
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
が
、国

の
方
針
は「
建
物
改
修
時
に
届
け

出
す
る
こ
と
」と
示
さ
れ
て
い
る
。

　
公
共
施
設
に
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有

塗
料
は
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、現

状
で
は
害
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
。

改
修
工
事
時
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
飛

散
す
れ
ば
危
険
と
な
る
た
め
改
修

工
事
の
都
度
、実
施
す
る
。

発委第３号から第５号提案理由説明
◀松林議会運営委員長

　ウイルス感染対策、災害発生等で全員協議会や各委員会会場に
集まることが困難な時、タブレット端末を使用し、自宅に居ながら
会議に参加できるように条例や規則等を整備しました。

～　議会ＩＣＴ推進事業　～
議員発委第３号から第７号　可決

議案審議一覧
 全て原案可決しました

１日(木)  開　　会
５日(月)  一般質問
６日(火)  一般質問、議案審議
７日(水)  決算特別委員会
８日(木)  決算特別委員会、議案審議、閉会

9月
 定例会

報告第 ５ 号　令和３年度おいらせ町健全化判断比率
及び資金不足比率について

報告第 ６ 号　令和３年度青森県新産業都市建設事業
団特定事業及び特定事業以外の事業の
決算報告について

諮問第 ２ 号　人権擁護委員の候補者の推薦につき意
見を求めることについて

諮問第 ３ 号　人権擁護委員の候補者の推薦につき意
見を求めることについて

諮問第 ４ 号　人権擁護委員の候補者の推薦につき意
見を求めることについて

議案第５６号　おいらせ町職員の育児休業等に関する
条例の一部を改正する条例について

議案第５７号　おいらせ町特別職の職員で非常勤のも
のの報酬及び費用弁償額に関する条例
の一部を改正する条例について

議案第５８号　おいらせ町印鑑条例の一部を改正する
条例について

議案第５９号　木ノ下小学校空調設備整備工事（機械
設備）請負契約の締結について

議案第６０号　令和４年度おいらせ町一般会計補正予
算（第２号）について

議案第６１号　令和４年度おいらせ町国民健康保険特
別会計補正予算（第１号）について

議案第６２号　令和４年度おいらせ町奨学資金貸付事
業特別会計補正予算（第１号）について

議案第６３号　令和４年度おいらせ町公共下水道事業
特別会計補正予算（第２号）について

議案第６４号　令和４年度おいらせ町農業集落排水事
業特別会計補正予算（第１号）について

議案第６５号　令和４年度おいらせ町介護保険特別会
計補正予算（第１号）について

議案第６６号　令和４年度おいらせ町後期高齢者医療
特別会計補正予算（第１号）について
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出決算認定について
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発委第 ７ 号　おいらせ町議会会議システム導入業務
プロポーザル審査委員会設置要綱の制
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人 事 案 件
 

人 権 擁 護 委 員  

【諮問第２号から第４号】

　任期満了に伴い、人権擁護
委員候補者として適任となり
ました。
　任期は令和５年１月１日か
ら３年間となります。

柏 崎　尚 生 氏
（木内々）

かしわ ざき きなお

吉 田　京 子 氏
（一川目）

よし だ こきょう

山 端　節 子 氏
（阿光坊）

やま はた こせつ

　地域の方から人権相談を受け、問題解決のお手伝
いをしたり、法務局の職員と協力して人権侵害から
被害者を救済したり、皆さんに対して人権について
関心を持ってもらえるような啓発活動を行なったり
しています。

人権擁護委員の
役割

か
わ
ぐ
ち

ひ
ろ
じ

と
し
ひ
こ

ひ
ら
の

た
な
か
し
ょ
う
い
ち

に
し
だ
て

よ
し
の
ぶ

９
議

月

案
の

審
主

議
な

▼ 

９
月
定
例
会
　
議
案
審
議

▼ 

９
月
定
例
会
　
議
案
審
議

▲本村獅子舞

▲おいらせ町消防団員

発委第６号から第７号提案理由説明
西館議会改革特別委員長▶

問問 答

問答

問答 答
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※一問一答方式の場合、60分の制限時間内であ
れば、質問の回数に制限はありません。

　「ぎかいだより懸橋」では、質問した議員が原
稿を作成しており、スペースの都合上、質問と
答弁を要約しています。

※会議録は、議会事務局（本庁舎３階）や町議会
ホームページ

（https://www.town.oirase.aomori.jp/site/
gikai/）で閲覧できます。
また、本会議場で傍聴することもできます。

※「一般質問」は、行財政全般にわたる議員主導によ
る政策論議です。

　年 4 回の定例会で行われます。
　議員が、町の一般事務について、執行機関に対しそ

の執行の状況及び将来の方針等について所信をただ
し、事実関係を明らかにすることにより、現行の政
策を見直し、あるいは新規の政策を採用させるなど
の目的効果があります。

よりよいまちづくりのために

ここが聞きたい

一般質問

▼ 

一
般
質
問

※千円の位を四捨五入しています。

子ども・子育て支援交付金
新型コロナウイルス

対策支援事業費補助金
青森県子育て世帯
臨時特別給付金

税務関係システム
改修委託費

保育対策総合支援
事業費補助金

自宅などから地方税の納税
手続きを電子的に行うため
のシステム改修費

補正額 731 万円
補正後 1,018 万円

児童福祉施設に対する感染
症対策業務継続経費補助金

（負担割合：国１/３、
県１/３、町１/３）

新設 補正額  1,095 万円

児童福祉施設に対する感染
予防対策推進補助金

（国補助：１/２）
新設 補正額  780 万円

【コロナ対応事業】
物価高騰に直面する子育て
世帯に対する県の給付金

（18歳未満の子ども
１名につき２万５千円）

（県補助：10/10）
新設 補正額  1億1,168万円

町道整備工事費農林水産業者及び輸送事業者等への
新型コロナ対応町独自事業

スマート農業導入支援
事業費補助金

農家への機械共同購入支援
補助
新設 補正額  1億2,120万円

○農業者物価高騰等対策給
付金

新設 補正額 2,750 万円

○家畜飼料高騰対策給付金
新設 補正額 421 万円

○水産物プレミアム販売事
業費補助金

新設 補正額 200 万円

○漁業用燃油高騰対策給付
金

新設 補正額 145 万円

○原油価格対策運送事業者
等支援金

新設 補正額 875 万円

「根岸10号線外１路線」及び
「青葉一丁目地区道路」の工
事施工分を増額

補正額 1,450 万円
補正後 6,450 万円

９月の主な一般会計補正予算（第２号）

歳入歳出予算の総額に４億4,92４万円を増額し、予算の総額は、1１２億６,１５１万円としました。

ページ 議員（質問順） 主な質問項目

15 佐々木　　　勝　議員
さ　さ　き まさる

・災害対策について問う

14 日野口　和　子　議員
ひ の ぐ ち か　ず　こ ・緑ヶ丘２号線の道路整備について問う

・コロナ禍の子育て中の困窮世帯への対策は

13 平　野　敏　彦　議員
ひ　ら　の と し ひ こ ・鶉久保・二川目路線の道路整備について問う

・令和４年度の普通交付税について問う
・今後の人口減少対策は

12 西　館　芳　信　議員
に し だ て よ し の ぶ

・８月の大雨への対処方について問う

16 馬　場　正　治　議員
ば　　　ば ま さ は る

・８月の大雨による被害と復旧について問う
・デマンドバス（おいらバス）の運行状況は
・米軍住宅のゴミの収集について問う
・マイナンバーカードによるコンビニからの行政関係書類の申請に
　ついて問う

17 松　林　義　光　議員
まつばやし よ し み つ ・選挙関係について問う

・八戸野辺地線交通安全施設整備事業について伺う
・教育関係について問う

特別会計／公営企業会計　補正予算
特別会計 補正総額 補正後予算総額 歳出の主な内容

国民健康保険（第 1 号） 2,133 万円 23 億 790 万円 県費返還金等
奨学資金貸付事業（第 1 号） 1 万円 1,812 万円 奨学基金積立金
公共下水道事業（第 2 号） 71 万円 10 億 5,964 万円 受益者分担金等一括納付報奨金等
農業集落排水事業（第 1 号） 60 万円 2 億 9,360 万円 補助材料費等
介護保険（第 1 号） 1 億 459 万円 24 億 8,181 万円 介護保険給付費準備基金積立金等
後期高齢者医療（第 1 号） 3,431 万円 2 億 5,705 万円 後期高齢者医療広域連合納付金等
病院事業会計（第 2 号） 86 万円 11 億 7,728 万円 感染症迅速診断機器購入費等
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定
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※一問一答方式の場合、60分の制限時間内であ
れば、質問の回数に制限はありません。

　「ぎかいだより懸橋」では、質問した議員が原
稿を作成しており、スペースの都合上、質問と
答弁を要約しています。

※会議録は、議会事務局（本庁舎３階）や町議会
ホームページ

（https://www.town.oirase.aomori.jp/site/
gikai/）で閲覧できます。
また、本会議場で傍聴することもできます。

※「一般質問」は、行財政全般にわたる議員主導によ
る政策論議です。

　年 4 回の定例会で行われます。
　議員が、町の一般事務について、執行機関に対しそ

の執行の状況及び将来の方針等について所信をただ
し、事実関係を明らかにすることにより、現行の政
策を見直し、あるいは新規の政策を採用させるなど
の目的効果があります。
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のシステム改修費
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（18歳未満の子ども
１名につき２万５千円）
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スマート農業導入支援
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農家への機械共同購入支援
補助
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17 松　林　義　光　議員
まつばやし よ し み つ ・選挙関係について問う

・八戸野辺地線交通安全施設整備事業について伺う
・教育関係について問う

特別会計／公営企業会計　補正予算
特別会計 補正総額 補正後予算総額 歳出の主な内容

国民健康保険（第 1 号） 2,133 万円 23 億 790 万円 県費返還金等
奨学資金貸付事業（第 1 号） 1 万円 1,812 万円 奨学基金積立金
公共下水道事業（第 2 号） 71 万円 10 億 5,964 万円 受益者分担金等一括納付報奨金等
農業集落排水事業（第 1 号） 60 万円 2 億 9,360 万円 補助材料費等
介護保険（第 1 号） 1 億 459 万円 24 億 8,181 万円 介護保険給付費準備基金積立金等
後期高齢者医療（第 1 号） 3,431 万円 2 億 5,705 万円 後期高齢者医療広域連合納付金等
病院事業会計（第 2 号） 86 万円 11 億 7,728 万円 感染症迅速診断機器購入費等



　
　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
は
37
か

所
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
は

17
か
所
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区

域
は
６
か
所
、
日
本
海
溝
・
千
島

海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
防
災
対
策

推
進
地
域
は
、
町
が
指
定
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
他
の
危
険
区
域
の
指

定
は
な
い
。

▼ 

一
般
質
問

　13　○おいらせ町議会だより 2022.10.26 発行／懸かけはし橋○ ○おいらせ町議会だより 2022.10.26 発行／懸かけはし橋○　12　

平　野　敏　彦 議員
ひら の ひことし

　▲堤防付近まで溢れた病院近くの
　　奥入瀬川の様子

西　館　芳　信 議員
にし だて よし のぶ

　我 が 町 の 大 雨 の 対 処 方
　こ れ で よ い の か　

問
　
要
警
戒
区
域
は
ど
の
よ
う

な
状
況
下
で
安
全
が
担
保
さ
れ

た
か
。

　
　
奥
入
瀬
川
沿
い
の
内
水
へ
の

対
応
と
し
て
、
排
水
ポ
ン
プ
等
の

改
修
な
ど
を
実
施
。
県
の
事
業
と

し
て
堤
防
の
か
さ
上
げ
な
ど
を
実

施
し
て
、
安
全
性
を
高
め
被
害
が

大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
努
め
て
い

る
。問

　
災
害
発
生
時
に
使
用
す
る

防
災
無
線
は
情
報
伝
達
手
段
と

し
て
、
屋
外
、
屋
内
の
個
別
受

信
機
と
も
に
有
用
、
効
果
的
だ

っ
た
と
総
括
し
て
い
る
か
。

問
　
防
災
マ
ッ
プ
は
、
今
回
の

対
応
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
ま
ま

使
え
る
と
判
断
し
た
の
か
。
修

正
な
ど
の
必
要
性
は
な
い
か
。

　
　
今
回
は
使
用
し
て
い
な
い

が
、
情
報
を
伝
達
す
る
手
段
と
し

て
、
有
用
で
効
果
的
だ
と
思
っ
て

い
る
。

８
月
の
大
雨
へ
の

対
処
方
に
つ
い
て
問
う

問
　
新
聞
等
で
は
当
町
の
被
害

は
報
じ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
実

態
は
ど
う
な
の
か
。

　
　
人
的
被
害
は
な
か
っ
た
。家

屋
等
に
つ
い
て
は
、
床
上
浸
水
１

件
、床
下
浸
水
が
４
件
。他
に
町
道

施
設
１
か
所
、
農
道
等
14
か
所
の

損
壊
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

問
　
奥
入
瀬
川
の
水
位
上
昇
は

８
月
３
日
が
最
大
だ
っ
た
と
思

う
が
、
町
は
流
下
水
域
の
警
戒

レ
ベ
ル
を
ど
う
判
断
し
た
か
。

　
　
避
難
判
断
水
位
は
６
・
９
ｍ

と
し
て
い
る
。
８
月
３
日
の
水
位

は
避
難
判
断
水
位
に
は
達
し
な
い

と
判
断
し
、
避
難
情
報
の
発
令
は

し
な
か
っ
た
。

問
　
警
察
、
消
防
、
上
流
域
の

自
治
体
の
情
報
交
換
は
ど
の
よ

う
に
な
さ
れ
た
か
。

　
　
警
察
・
消
防
と
は
、
道
路
の

冠
水
な
ど
の
情
報
を
共
有
し
て
い

る
。上
流
域
の
自
治
体
と
は
直
接

の
や
り
取
り
は
な
い
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
気
象
庁
や
県

の
河
川
情
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
か
ら

情
報
を
得
て
い
る
。

問
　
今
年
の
青
森
県
内「
住
み

こ
こ
ち
ラ
ン
キ
ン
グ
」は
、当
町

が
第
１
位
を
獲
得
。し
か
し
、詳

細
を
み
る
と「
行
政
サ
ー
ビ
ス
」

が
下
位
で
あ
り
、町
政
施
策
の

Ｐ
Ｒ
不
足
が
考
え
ら
れ
る
。充

実
度
の
調
査
項
目
は「
保
育
園
、

児
童
館
等
」、「
子
ど
も
医
療
費

無
料
」、「
小
中
学
校
や
塾
の
教

育
」、「
図
書
館
等
の
公
共
施

設
」、「
病
院
等
の
医
療
機
関
」、

「
公
園
や
緑
地・緑
道
等
」、「
ゴ

ミ
収
集
の
頻
度
の
高
さ
」、「
介

護
施
設
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」、

「
介
護
保
険
料
が
安
い
」等
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、当
町
は

充
実
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
近
い
将
来
に
必
ず
や
っ
て
く
る

町
の
人
口
減
少
化
対
策
と
し
て
、

「
町
民
バ
ス
」「
お
い
ら
バ
ス
」「
ス

ク
ー
ル
バ
ス
」を
活
用
し
積
極
的

な
Ｐ
Ｒ
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
バ
ス
に

Ｐ
Ｒ
広
告
を

掲
載
す
る
方

法
は
、
良
い

提
案
。
広
告

掲
載
は
運
行

上
問
題
な
い

こ
と
を
確
認

し
た
。今
後
、

調
整
し
て
い

き
た
い
。

問
　
児
童
生
徒
数
が
極
端
に
少

な
い
小
規
模
校
は
、多
数
参
加

の
部
活
動
が
で
き
な
い
こ
と
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。当
町
の
部

活
動
の
現
状
と
加
入
者
不
足
に

よ
る
廃
部
決
定
者
は
誰
な
の
か
。

　
　
現
状
は
希
望
す
る
部
活
動
に

加
入
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は

あ
る
が
活
動
を
継
続
し
て
い
る
。

　
な
お
、
参
加
者
不
足
や
児
童
生

徒
見
込
数
に
よ
る
廃
部
方
針
は
各

学
校
で
決
定
す
る
。

今
後
の
人
口
減
少
対
策
は

問
　
全
国
的
な
少
子
化
の
影
響

を
懸
念
し
て
い
る
。現
在
の
小
・

中
学
校
の
児
童
生
徒
数
と
10
年

後
の
見
込
み
数
は
。

▼ 

一
般
質
問

▼ 

一
般
質
問

鶉
久
保・二
川
目
路
線
の

道
路
整
備
に
つ
い
て
問
う

令
和
４
年
度
の

普
通
交
付
税
に
つ
い
て
問
う

問
　
こ
の
路
線
が
長
年
に
わ
た

り
道
路
整
備
さ
れ
な
い
経
緯
は
。

　
ま
た
、
農
作
業
機
械
の
大
型

化
に
伴
う
道
路
陥
没
や
粉
じ
ん

に
よ
る
野
菜
被
害
も
見
ら
れ
、

早
急
に
対
策
が
必
要
と
思
う
が
。

　
　
こ
の
路
線
は
山
林
や
農
地
に

囲
ま
れ
た
農
道
で
あ
り
、
生
活
道

路
以
外
で
の
道
路
整
備
を
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
。

　
砂
利
道
路
を
砕
石
で
敷
き
な
ら

し
て
整
備
し
て
い
く
。

　
　
普
通
交
付
税
等
は
面
積
、
人

口
等
、
多
く
の
基
礎
数
値
を
用
い

算
定
さ
れ
て
い
る
。

　
当
町
は
、
町
民
税
の
収
入
額
が

増
加
し
た
た
め
財
源
補
て
ん
で
あ

問
　
今
年
度
の
普
通
交
付
税
決

定
額
と
臨
時
財
政
対
策
債
発
行

可
能
額
が
県
よ
り
公
表
さ
れ
た
。

当
町
は
32
億
８
０
５
３
万
円
の

交
付
、
前
年
度
比
７
・
５
％
減

少
し
た
が
そ
の
要
因
は
。

　
ま
た
、
近
隣
町
村
と
比
較
し

て
当
町
の
交
付
額
は
少
な
い
が
、

交
付
要
件
の
違
い
は
。

る
普
通
交
付
税
等
の
金
額
が
減
少

し
た
。
標
準
的
税
収
は
、
県
内
町

村
で
は
六
ケ
所
村
に
次
ぐ
２
番
目

の
規
模
。

　
ま
た
、
当
町
は
県
内
町
村
で
最

大
人
口
を
擁
す
る
一
方
で
、
町
面

積
が
小
さ
い
こ
と
も
普
通
交
付
税

等
の
算
定
に
影
響
し
て
い
る
。

問
　
農
業
、
漁
業
へ
の
被
害
は

把
握
し
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
長
期
に
わ
た
る
天
候

不
順
の
農
作
物
、
漁
獲
等
へ
の

影
響
と
見
通
し
は
。

問
　
水
害
を
考
慮
し
た
際
の
町

内
の
危
険
区
域
の
有
無
は
。

　
　
今
回
の
大
雨
に
よ
り
、
一
川

目
、
二
川
目
の
海
岸
へ
の
大
量
の

流
木
、
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
、
海
岸

管
理
者
で
あ
る
県
の
河
川
砂
防
施

設
課
が
現
地
調
査
を
し
、
対
応
し

て
い
る
。

問
　
災
害
に
環
境
破
壊
、
汚
染

は
つ
き
も
の
だ
が
、
町
の
把
握

と
対
応
は
。

問
　
お
い
ら
せ
病
院
の
対
応
に

つ
い
て
は
警
戒
レ
ベ
ル
が
、
も

う
１
、
２
段
階
上
が
っ
て
い
た

ら
ど
ん
な
対
応
を
す
る
の
か
。

　
　
病
院
内
の
警
報
発
生
時
の
防

災
体
系
に
基
づ
き
、
患
者
や
来
院

者
の
安
全
を
確
保
し
、
外
来
診
療

の
中
止
や
病
院
の
閉
鎖
、
入
院
患

者
を
上
層
階
へ
介
助
誘
導
し
垂
直

避
難
す
る
。
こ
の
た
め
「
マ
ン
パ

ワ
ー
」
の
確
保
が
必
須
と
な
る
。

　
　
町
対
応
の
農
道
の
法
面
崩
落

等
の
７
か
所
と
長
芋
畑
の
陥
没
を

１
か
所
、
奥
入
瀬
川
流
域
で
は
水

稲
の
冠
水
を
確
認
。
野
菜
は
、
冠

水
障
害
が
発
生
す
る
可
能
性
は
高

い
。
漁
港
施
設
及
び
漁
業
に
対
す

る
大
雨
の
影
響
や
被
害
は
、
今
の

と
こ
ろ
は
な
い
。

　
　
現
在
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
は
、
奥
入
瀬
川
と
明
神
川
の
浸

水
想
定
区
域
を
表
し
た
も
の
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て

は
、
修
正
せ
ず
に
使
え
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

の
り
め
ん

　小 規 模 学 校 で も
部 活 動 が で き る 方 策 を　

令和４年度　上北郡内の普通交付税決定額

町　名 普通交付税額 人　口 前年度
増減率

東北町 44億 2,345 万円 16,788 人 ▲ 4.1%
七戸町 37億 4,336 万円 14,721 人 ▲ 4.1%
六戸町 20億 6,487 万円 10,863 人 ▲ 4.4%

おいらせ町 32 億 8,053 万円 25,254 人 ▲ 7.5%

令和４年度　上北郡内の普通交付税決定額

町　名 普通交付税額 人　口 前年度
増減率

東北町 44億 2,345 万円 16,788 人 ▲ 4.1%
七戸町 37億 4,336 万円 14,721 人 ▲ 4.1%
六戸町 20億 6,487 万円 10,863 人 ▲ 4.4%

おいらせ町 32 億 8,053 万円 25,254 人 ▲ 7.5%

▼令和４年８月１日現在　児童生徒数
小学校 １, ３８４人 合計 ２，０９２人中学校 ７０８人

▼１０年後の小学校５校の児童数（見込み）
下　田 ６２人 百　石 ３０１人
木内々 ２０７人 甲　洋 ９９人
木ノ下 ６４５人 合　計 １，３１４人

▼１０年後の生徒数（見込み）
中学校 ７０２人

▼１０年後の児童生徒数（見込み）
合　計 ２，０１６人

▲ながいも畑

答答

答

答

問問

問

問答

問

答答

答

答答 答

答

問問答 問

問答 問

問問問

問 答 問



　
　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
は
37
か

所
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
は

17
か
所
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区

域
は
６
か
所
、
日
本
海
溝
・
千
島

海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
防
災
対
策

推
進
地
域
は
、
町
が
指
定
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
他
の
危
険
区
域
の
指

定
は
な
い
。

▼ 
一
般
質
問
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平　野　敏　彦 議員
ひら の ひことし

　▲堤防付近まで溢れた病院近くの
　　奥入瀬川の様子

西　館　芳　信 議員
にし だて よし のぶ

　我 が 町 の 大 雨 の 対 処 方
　こ れ で よ い の か　

問
　
要
警
戒
区
域
は
ど
の
よ
う

な
状
況
下
で
安
全
が
担
保
さ
れ

た
か
。

　
　
奥
入
瀬
川
沿
い
の
内
水
へ
の

対
応
と
し
て
、
排
水
ポ
ン
プ
等
の

改
修
な
ど
を
実
施
。
県
の
事
業
と

し
て
堤
防
の
か
さ
上
げ
な
ど
を
実

施
し
て
、
安
全
性
を
高
め
被
害
が

大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
努
め
て
い

る
。問

　
災
害
発
生
時
に
使
用
す
る

防
災
無
線
は
情
報
伝
達
手
段
と

し
て
、
屋
外
、
屋
内
の
個
別
受

信
機
と
も
に
有
用
、
効
果
的
だ

っ
た
と
総
括
し
て
い
る
か
。

問
　
防
災
マ
ッ
プ
は
、
今
回
の

対
応
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
ま
ま

使
え
る
と
判
断
し
た
の
か
。
修

正
な
ど
の
必
要
性
は
な
い
か
。

　
　
今
回
は
使
用
し
て
い
な
い

が
、
情
報
を
伝
達
す
る
手
段
と
し

て
、
有
用
で
効
果
的
だ
と
思
っ
て

い
る
。

８
月
の
大
雨
へ
の

対
処
方
に
つ
い
て
問
う

問
　
新
聞
等
で
は
当
町
の
被
害

は
報
じ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
実

態
は
ど
う
な
の
か
。

　
　
人
的
被
害
は
な
か
っ
た
。家

屋
等
に
つ
い
て
は
、
床
上
浸
水
１

件
、床
下
浸
水
が
４
件
。他
に
町
道

施
設
１
か
所
、
農
道
等
14
か
所
の

損
壊
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

問
　
奥
入
瀬
川
の
水
位
上
昇
は

８
月
３
日
が
最
大
だ
っ
た
と
思

う
が
、
町
は
流
下
水
域
の
警
戒

レ
ベ
ル
を
ど
う
判
断
し
た
か
。

　
　
避
難
判
断
水
位
は
６
・
９
ｍ

と
し
て
い
る
。
８
月
３
日
の
水
位

は
避
難
判
断
水
位
に
は
達
し
な
い

と
判
断
し
、
避
難
情
報
の
発
令
は

し
な
か
っ
た
。

問
　
警
察
、
消
防
、
上
流
域
の

自
治
体
の
情
報
交
換
は
ど
の
よ

う
に
な
さ
れ
た
か
。

　
　
警
察
・
消
防
と
は
、
道
路
の

冠
水
な
ど
の
情
報
を
共
有
し
て
い

る
。上
流
域
の
自
治
体
と
は
直
接

の
や
り
取
り
は
な
い
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
気
象
庁
や
県

の
河
川
情
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
か
ら

情
報
を
得
て
い
る
。

問
　
今
年
の
青
森
県
内「
住
み

こ
こ
ち
ラ
ン
キ
ン
グ
」は
、当
町

が
第
１
位
を
獲
得
。し
か
し
、詳

細
を
み
る
と「
行
政
サ
ー
ビ
ス
」

が
下
位
で
あ
り
、町
政
施
策
の

Ｐ
Ｒ
不
足
が
考
え
ら
れ
る
。充

実
度
の
調
査
項
目
は「
保
育
園
、

児
童
館
等
」、「
子
ど
も
医
療
費

無
料
」、「
小
中
学
校
や
塾
の
教

育
」、「
図
書
館
等
の
公
共
施

設
」、「
病
院
等
の
医
療
機
関
」、

「
公
園
や
緑
地・緑
道
等
」、「
ゴ

ミ
収
集
の
頻
度
の
高
さ
」、「
介

護
施
設
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」、

「
介
護
保
険
料
が
安
い
」等
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、当
町
は

充
実
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
近
い
将
来
に
必
ず
や
っ
て
く
る

町
の
人
口
減
少
化
対
策
と
し
て
、

「
町
民
バ
ス
」「
お
い
ら
バ
ス
」「
ス

ク
ー
ル
バ
ス
」を
活
用
し
積
極
的

な
Ｐ
Ｒ
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
バ
ス
に

Ｐ
Ｒ
広
告
を

掲
載
す
る
方

法
は
、
良
い

提
案
。
広
告

掲
載
は
運
行

上
問
題
な
い

こ
と
を
確
認

し
た
。今
後
、

調
整
し
て
い

き
た
い
。

問
　
児
童
生
徒
数
が
極
端
に
少

な
い
小
規
模
校
は
、多
数
参
加

の
部
活
動
が
で
き
な
い
こ
と
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。当
町
の
部

活
動
の
現
状
と
加
入
者
不
足
に

よ
る
廃
部
決
定
者
は
誰
な
の
か
。

　
　
現
状
は
希
望
す
る
部
活
動
に

加
入
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は

あ
る
が
活
動
を
継
続
し
て
い
る
。

　
な
お
、
参
加
者
不
足
や
児
童
生

徒
見
込
数
に
よ
る
廃
部
方
針
は
各

学
校
で
決
定
す
る
。

今
後
の
人
口
減
少
対
策
は

問
　
全
国
的
な
少
子
化
の
影
響

を
懸
念
し
て
い
る
。現
在
の
小
・

中
学
校
の
児
童
生
徒
数
と
10
年

後
の
見
込
み
数
は
。

▼ 

一
般
質
問

▼ 

一
般
質
問

鶉
久
保・二
川
目
路
線
の

道
路
整
備
に
つ
い
て
問
う

令
和
４
年
度
の

普
通
交
付
税
に
つ
い
て
問
う

問
　
こ
の
路
線
が
長
年
に
わ
た

り
道
路
整
備
さ
れ
な
い
経
緯
は
。

　
ま
た
、
農
作
業
機
械
の
大
型

化
に
伴
う
道
路
陥
没
や
粉
じ
ん

に
よ
る
野
菜
被
害
も
見
ら
れ
、

早
急
に
対
策
が
必
要
と
思
う
が
。

　
　
こ
の
路
線
は
山
林
や
農
地
に

囲
ま
れ
た
農
道
で
あ
り
、
生
活
道

路
以
外
で
の
道
路
整
備
を
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
。

　
砂
利
道
路
を
砕
石
で
敷
き
な
ら

し
て
整
備
し
て
い
く
。

　
　
普
通
交
付
税
等
は
面
積
、
人

口
等
、
多
く
の
基
礎
数
値
を
用
い

算
定
さ
れ
て
い
る
。

　
当
町
は
、
町
民
税
の
収
入
額
が

増
加
し
た
た
め
財
源
補
て
ん
で
あ

問
　
今
年
度
の
普
通
交
付
税
決

定
額
と
臨
時
財
政
対
策
債
発
行

可
能
額
が
県
よ
り
公
表
さ
れ
た
。

当
町
は
32
億
８
０
５
３
万
円
の

交
付
、
前
年
度
比
７
・
５
％
減

少
し
た
が
そ
の
要
因
は
。

　
ま
た
、
近
隣
町
村
と
比
較
し

て
当
町
の
交
付
額
は
少
な
い
が
、

交
付
要
件
の
違
い
は
。

る
普
通
交
付
税
等
の
金
額
が
減
少

し
た
。
標
準
的
税
収
は
、
県
内
町

村
で
は
六
ケ
所
村
に
次
ぐ
２
番
目

の
規
模
。

　
ま
た
、
当
町
は
県
内
町
村
で
最

大
人
口
を
擁
す
る
一
方
で
、
町
面

積
が
小
さ
い
こ
と
も
普
通
交
付
税

等
の
算
定
に
影
響
し
て
い
る
。

問
　
農
業
、
漁
業
へ
の
被
害
は

把
握
し
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
長
期
に
わ
た
る
天
候

不
順
の
農
作
物
、
漁
獲
等
へ
の

影
響
と
見
通
し
は
。

問
　
水
害
を
考
慮
し
た
際
の
町

内
の
危
険
区
域
の
有
無
は
。

　
　
今
回
の
大
雨
に
よ
り
、
一
川

目
、
二
川
目
の
海
岸
へ
の
大
量
の

流
木
、
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
、
海
岸

管
理
者
で
あ
る
県
の
河
川
砂
防
施

設
課
が
現
地
調
査
を
し
、
対
応
し

て
い
る
。

問
　
災
害
に
環
境
破
壊
、
汚
染

は
つ
き
も
の
だ
が
、
町
の
把
握

と
対
応
は
。

問
　
お
い
ら
せ
病
院
の
対
応
に

つ
い
て
は
警
戒
レ
ベ
ル
が
、
も

う
１
、
２
段
階
上
が
っ
て
い
た

ら
ど
ん
な
対
応
を
す
る
の
か
。

　
　
病
院
内
の
警
報
発
生
時
の
防

災
体
系
に
基
づ
き
、
患
者
や
来
院

者
の
安
全
を
確
保
し
、
外
来
診
療

の
中
止
や
病
院
の
閉
鎖
、
入
院
患

者
を
上
層
階
へ
介
助
誘
導
し
垂
直

避
難
す
る
。
こ
の
た
め
「
マ
ン
パ

ワ
ー
」
の
確
保
が
必
須
と
な
る
。

　
　
町
対
応
の
農
道
の
法
面
崩
落

等
の
７
か
所
と
長
芋
畑
の
陥
没
を

１
か
所
、
奥
入
瀬
川
流
域
で
は
水

稲
の
冠
水
を
確
認
。
野
菜
は
、
冠

水
障
害
が
発
生
す
る
可
能
性
は
高

い
。
漁
港
施
設
及
び
漁
業
に
対
す

る
大
雨
の
影
響
や
被
害
は
、
今
の

と
こ
ろ
は
な
い
。

　
　
現
在
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
は
、
奥
入
瀬
川
と
明
神
川
の
浸

水
想
定
区
域
を
表
し
た
も
の
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て

は
、
修
正
せ
ず
に
使
え
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

の
り
め
ん

　小 規 模 学 校 で も
部 活 動 が で き る 方 策 を　

令和４年度　上北郡内の普通交付税決定額

町　名 普通交付税額 人　口 前年度
増減率

東北町 44億 2,345 万円 16,788 人 ▲ 4.1%
七戸町 37億 4,336 万円 14,721 人 ▲ 4.1%
六戸町 20億 6,487 万円 10,863 人 ▲ 4.4%

おいらせ町 32 億 8,053 万円 25,254 人 ▲ 7.5%

令和４年度　上北郡内の普通交付税決定額

町　名 普通交付税額 人　口 前年度
増減率

東北町 44億 2,345 万円 16,788 人 ▲ 4.1%
七戸町 37億 4,336 万円 14,721 人 ▲ 4.1%
六戸町 20億 6,487 万円 10,863 人 ▲ 4.4%

おいらせ町 32 億 8,053 万円 25,254 人 ▲ 7.5%

▼令和４年８月１日現在　児童生徒数
小学校 １, ３８４人 合計 ２，０９２人中学校 ７０８人

▼１０年後の小学校５校の児童数（見込み）
下　田 ６２人 百　石 ３０１人
木内々 ２０７人 甲　洋 ９９人
木ノ下 ６４５人 合　計 １，３１４人

▼１０年後の生徒数（見込み）
中学校 ７０２人

▼１０年後の児童生徒数（見込み）
合　計 ２，０１６人

▲ながいも畑
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子
育
て
世

帯
が
抱
え
る
相

談
は
幅
広
く
、

複
雑
多
岐
に
わ

た
る
た
め
ま
ず

は
、『
保
健
こ
ど

も
課
』へ
相
談

や
情
報
提
供
を
。
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コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
困
窮
世

帯
の
把
握
調
査
は
実
施
し
て
い
な

い
が
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
関

す
る
計
画
を
策
定
し
た
平
成
30
年

度
に
、
17
歳
ま
で
の
子
ど
も
を
持

つ
保
護
者
８
０
０
人
と
小
学
５
年

生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
児
童
生
徒

４
０
０
人
を
対
象
に
生
活
実
態
調

査
を
行
っ
た
。

　
調
査
結
果
か
ら
、
県
の
先
行
調

査
を
参
考
に
、「
①
世
帯
の
可
処

分
所
得※
が
国
の
基
準
を
下
回
る

世
帯
」、
食
料
・
衣
類
の
購
入
や

光
熱
水
費
、
家
賃
の
支
払
い
が
で

き
な
い
な
ど
の
「
②
家
計
の
困
難

度
」、
子
ど
も
が
一
般
的
生
活
で

経
験
・
体
験
す
る
習
い
事
、
家
族

旅
行
や
遊
園
地
、
お
小
遣
い
や
お

も
ち
ゃ
な
ど
を
購
入
す
る
と
い
う

「
③
体
験
や
所
有
物
の
欠
如
」
な

ど
の
３
つ
の
要
素
の
う
ち
、
２
つ

以
上
の
要
素
を
満
た
す
世
帯
を
困

窮
世
帯
と
定
義
し
た
と
こ
ろ
、
当

緑
ヶ
丘
２
号
線
の

道
路
整
備
に
つ
い
て
問
う

問
　
こ
の
道
路
は
交
通
安
全
上

大
変
危
険
で
、過
去
に
質
問
し

た
が
多
額
の
経
費
が
掛
か
る
た

め
難
し
い
と
回
答
。し
か
し
、令

和
４
年
度
生
活
関
連
道
路
整
備

計
画
に
登
載
さ
れ
、大
変
あ
り

が
た
い
。こ
の
計
画
の
内
容
は
。

コ
ロ
ナ
禍
の
子
育
て
中
の

困
窮
世
帯
へ
の
対
策
は

問
　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
前

に
比
べ
、
収
入
が
減
少
し
た
と

答
え
た
子
育
て
中
の
困
窮
世
帯

が
50
％
に
上
が
っ
て
い
る
と
の

報
道
が
あ
っ
た
。

　
当
町
の
困
窮
世
帯
の
把
握
調

査
の
有
無
と
、そ
の
世
帯
数
は
。

　
　
今
年
度
、
水
路
へ
の
蓋
掛
け

の
構
造
検
討
等
を
行
い
、
次
年
度

以
降
、
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

　
整
備
区
間
は
、
町
道
鶉
久
保
・

薬
師
線
と
の
交
差
点
か
ら
、通
称
、

青
葉
台
団
地
入
口
の
既
に
水
路
上

部
を
通
行
可
能
な
地
点
ま
で
の
約

４
５
０
ｍ
。
残
り
の
三
沢
市
行
政

界
ま
で
の
約
１
９
８
ｍ
は
、
水
路

内
に
除
塵
機
が
設
置
さ
れ
て
い
る

た
め
蓋
掛
け
は
難
し
い
。
な
お
、

過
去
に
水
路
と
反
対
側
の
路
肩
改

良
と
カ
ラ
ー
舗
装
を
実
施
済
。
計

画
期
間
は
、
現
時
点
で
は
未
定
。

問
　
洪
水
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
で
の
新
た
な
場
所
の

見
直
し
や
追
加
は
。

　
　
現
在
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
は
奥
入
瀬
川
と
明
神
川
の
浸
水

想
定
区
域
を
表
し
た
も
の
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
他
の
河
川
に
つ
い

て
浸
水
想
定
区
域
は
公
表
さ
れ
て

い
な
い
。
公
表
と
な
れ
ば
追
加
等

考
え
ら
れ
る
が
、
現
在
は
追
加
や

見
直
し
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
設
置
は
行
っ
て
い
な
い
が
、

８
月
９
日
、
庁
内
連
絡
会
議
を
開

催
。
以
後
の
降
水
量
に
よ
る
対
応

方
針
を
確
認
し
、
指
示
し
た
。

問
　
避
難
所
の
開
設
は
。

　
ま
た
、
開
設
に
向
け
た
準
備

は
。

　
　
避
難
所
の
開
設
は
行
っ
て
い

な
い
が
内
部
で
は
関
係
課
に
対
し

準
備
す
る
よ
う
連
絡
し
た
。

問
　
防
災
無
線
で
町
民
へ
呼
び

か
け
は
行
っ
た
の
か
。

　
呼
び
か
け
し
た
方
が
い
い
と

思
う
が
考
え
は
。

　
　
防
災
無
線
で
町
民
へ
の
呼
び

か
け
は
行
っ
て
い
な
い
。
大
雨
警

報
や
洪
水
警
報
の
発
表
や
解
除
に

つ
い
て
、
ほ
っ
と
す
る
メ
ー
ル
で

配
信
し
た
。

　
今
回
、
防
災
無
線
で
逆
に
不
安

を
あ
お
る
地
区
も
あ
る
た
め
放
送

を
控
え
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
今
後
、
予
備
放
送
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

問
　
町
長
は
被
害
状
況
の
確
認
、

巡
回
は
行
っ
た
か
伺
う
。

　
　
８
月
３
日
か
ら
の
奥
入
瀬
川

の
水
位
、
道
路
の
冠
水
に
よ
る
通

行
止
め
、
水
田
の
冠
水
状
況
を
目

視
で
確
認
。
４
日
以
降
は
担
当
課

よ
り
説
明
を
受
け
、
被
害
場
所
や

状
況
を
現
場
確
認
し
た
。

災
害
対
策
に
つ
い
て
問
う

問
　
去
る
８
月
３
日
に
発
生
し

た
大
雨
に
よ
る
当
町
の
被
害
場

所
や
状
況
は
。

　
ま
た
、
今
後
の
対
策
は
。

問
　
災
害
対
策
本
部
の
設
置
は

行
っ
た
か
伺
う
。

▼ 

一
般
質
問

▼ 

一
般
質
問

　
　
人
的
被
害
は
、
今
の
と
こ
ろ

は
な
い
。
家
屋
被
害
は
床
上
浸
水

１
件
、
床
下
浸
水
４
件
を
確
認
。

土
木
施
設
関
係
が
２
件
、
道
路
冠

水
に
よ
る
通
行
止
め
が
７
カ
所
。

農
林
水
産
業
施
設
は
、
３
日
及
び

９
日
以
降
の
降
雨
も
含
み
、
農
道

等
の
損
壊
が
14
カ
所
で
町
対
応
分

が
８
カ
所
、
土
地
改
良
区
対
応
分

６
カ
所
を
確
認
。さ
ら
に
、町
道
、

農
道
に
お
い
て
土
砂
流
出
等
は
相

当
数
あ
り
、
個
人
所
有
地
の
土
砂

崩
れ
５
件
も
確
認
し
て
い
る
。
ま

た
、
海
岸
に
大
量
の
流
木
な
ど
が

漂
着
し
て
い
る
。

　
近
年
に
な
い
降
水
量
と
な
り
、

一
時
的
に
自
然
排
水
が
困
難
と

な
っ
た
場
所
が
多
数
あ
っ
た
。
排

水
路
の
整
備
が
必
要
な
の
か
、
排

水
ポ
ン
プ
が
必
要
な
の
か
関
係
課

と
調
整
し
て
行
く
。

問
　
困
窮
世
帯
に
対
す
る
国
や

県
の
事
業
内
容
は
。

　
ま
た
、町
独
自
の
支
援
策
は
。

問
　
町
民
が
子
育
て
す
る
に
あ

た
り
、お
金
の
こ
と
や
育
児
等
に

つ
い
て
、幅
広
い
悩
み
を
気
軽
に

相
談
で
き
る
窓
口
や
連
絡
先
は
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
限
ら
ず
、
子
育

て
中
の
貧
困
世
帯
に
対
し
、
生
活

基
盤
を
安
定
す
る
た
め
に
就
労
支

援
や
生
活
支
援
の
充
実
が
必
要
で

あ
る
。

問
　
子
育
て
中
の
困
窮
世
帯
に

対
し
、
町
で
は
ど
の
よ
う
な
支

援
や
対
策
が
あ
れ
ば
救
わ
れ
る

と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
国
で
は
幼
児
・
保
育
の
無
償

化
の
推
進
及
び
質
の
向
上
、
生
活

困
窮
世
帯
や
ひ
と
り
親
家
庭
等
へ

の
進
学
費
用
の
負
担
軽
減
、
保
護

者
の
生
活
支
援
、
自
立
支
援
や
育

児
負
担
の
軽
減
な
ど
を
実
施
。

　
県
で
は
、
生
活
困
窮
世
帯
を
対

象
に
学
習
支
援
や
自
立
相
談
支

援
、
職
業
訓
練
な
ど
を
実
施
。

　
町
で
は
、
国
や
県
を
踏
ま
え
、

子
育
て
に
関
す
る
経
済
的
支
援
と

し
て
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化
、

保
育
料
や
副
食
費
の
軽
減
や
無
償

化
、
職
業
訓
練
、
資
金
の
貸
し
付

け
な
ど
を
実
施
。

　
ま
た
、民
間
企
業
な
ど
と
連
携
・

協
力
し
、「
お
い
ら
せ 

お
や
こ
食

堂
」
や
「
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
」

の
取
り
組
み
な
ど
の
支
援
を
し
て

い
る
。

　大雨による奥入瀬川の
水位状況を防災無線で　

～不安が募る町民へ気遣いを～　

　子育て困窮世帯を援助する
　町 の 対 策 は　

▲無料配布事業「フードパントリー」
　への食品・日用品の寄付

▲緑ヶ丘２号線カラー舗装
　整備完了

町
の
割
合
は
19
・
５
％
と
い
う
傾

向
を
示
し
た
。

※

収
入
の
う
ち
、
税
金
や
社
会
保
険
料

な
ど
を
除
い
た
所
得
で
、
自
分
で
自

由
に
使
え
る
手
取
り
収
入
。

▲町道北ノ平線豊原地区の法面崩壊▲イオン下田北側アンダーパス浸水

▲冠水した幸橋付近の農道

のりめん

答

答

答

答 答

問

問

問問答問

問

答

答

答

答

問

問

問

問 答 問



　
　
子
育
て
世

帯
が
抱
え
る
相

談
は
幅
広
く
、

複
雑
多
岐
に
わ

た
る
た
め
ま
ず

は
、『
保
健
こ
ど

も
課
』へ
相
談

や
情
報
提
供
を
。
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佐々木　　　勝 議員
さ さ き まさる

日野口　和　子 議員
ひ の ぐち かず こ

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
困
窮
世

帯
の
把
握
調
査
は
実
施
し
て
い
な

い
が
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
関

す
る
計
画
を
策
定
し
た
平
成
30
年

度
に
、
17
歳
ま
で
の
子
ど
も
を
持

つ
保
護
者
８
０
０
人
と
小
学
５
年

生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
児
童
生
徒

４
０
０
人
を
対
象
に
生
活
実
態
調

査
を
行
っ
た
。

　
調
査
結
果
か
ら
、
県
の
先
行
調

査
を
参
考
に
、「
①
世
帯
の
可
処

分
所
得※

が
国
の
基
準
を
下
回
る

世
帯
」、
食
料
・
衣
類
の
購
入
や

光
熱
水
費
、
家
賃
の
支
払
い
が
で

き
な
い
な
ど
の
「
②
家
計
の
困
難

度
」、
子
ど
も
が
一
般
的
生
活
で

経
験
・
体
験
す
る
習
い
事
、
家
族

旅
行
や
遊
園
地
、
お
小
遣
い
や
お

も
ち
ゃ
な
ど
を
購
入
す
る
と
い
う

「
③
体
験
や
所
有
物
の
欠
如
」
な

ど
の
３
つ
の
要
素
の
う
ち
、
２
つ

以
上
の
要
素
を
満
た
す
世
帯
を
困

窮
世
帯
と
定
義
し
た
と
こ
ろ
、
当

緑
ヶ
丘
２
号
線
の

道
路
整
備
に
つ
い
て
問
う

問
　
こ
の
道
路
は
交
通
安
全
上

大
変
危
険
で
、過
去
に
質
問
し

た
が
多
額
の
経
費
が
掛
か
る
た

め
難
し
い
と
回
答
。し
か
し
、令

和
４
年
度
生
活
関
連
道
路
整
備

計
画
に
登
載
さ
れ
、大
変
あ
り

が
た
い
。こ
の
計
画
の
内
容
は
。

コ
ロ
ナ
禍
の
子
育
て
中
の

困
窮
世
帯
へ
の
対
策
は

問
　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
前

に
比
べ
、
収
入
が
減
少
し
た
と

答
え
た
子
育
て
中
の
困
窮
世
帯

が
50
％
に
上
が
っ
て
い
る
と
の

報
道
が
あ
っ
た
。

　
当
町
の
困
窮
世
帯
の
把
握
調

査
の
有
無
と
、そ
の
世
帯
数
は
。

　
　
今
年
度
、
水
路
へ
の
蓋
掛
け

の
構
造
検
討
等
を
行
い
、
次
年
度

以
降
、
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

　
整
備
区
間
は
、
町
道
鶉
久
保
・

薬
師
線
と
の
交
差
点
か
ら
、通
称
、

青
葉
台
団
地
入
口
の
既
に
水
路
上

部
を
通
行
可
能
な
地
点
ま
で
の
約

４
５
０
ｍ
。
残
り
の
三
沢
市
行
政

界
ま
で
の
約
１
９
８
ｍ
は
、
水
路

内
に
除
塵
機
が
設
置
さ
れ
て
い
る

た
め
蓋
掛
け
は
難
し
い
。
な
お
、

過
去
に
水
路
と
反
対
側
の
路
肩
改

良
と
カ
ラ
ー
舗
装
を
実
施
済
。
計

画
期
間
は
、
現
時
点
で
は
未
定
。

問
　
洪
水
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
で
の
新
た
な
場
所
の

見
直
し
や
追
加
は
。

　
　
現
在
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
は
奥
入
瀬
川
と
明
神
川
の
浸
水

想
定
区
域
を
表
し
た
も
の
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
他
の
河
川
に
つ
い

て
浸
水
想
定
区
域
は
公
表
さ
れ
て

い
な
い
。
公
表
と
な
れ
ば
追
加
等

考
え
ら
れ
る
が
、
現
在
は
追
加
や

見
直
し
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
設
置
は
行
っ
て
い
な
い
が
、

８
月
９
日
、
庁
内
連
絡
会
議
を
開

催
。
以
後
の
降
水
量
に
よ
る
対
応

方
針
を
確
認
し
、
指
示
し
た
。

問
　
避
難
所
の
開
設
は
。

　
ま
た
、
開
設
に
向
け
た
準
備

は
。

　
　
避
難
所
の
開
設
は
行
っ
て
い

な
い
が
内
部
で
は
関
係
課
に
対
し

準
備
す
る
よ
う
連
絡
し
た
。

問
　
防
災
無
線
で
町
民
へ
呼
び

か
け
は
行
っ
た
の
か
。

　
呼
び
か
け
し
た
方
が
い
い
と

思
う
が
考
え
は
。

　
　
防
災
無
線
で
町
民
へ
の
呼
び

か
け
は
行
っ
て
い
な
い
。
大
雨
警

報
や
洪
水
警
報
の
発
表
や
解
除
に

つ
い
て
、
ほ
っ
と
す
る
メ
ー
ル
で

配
信
し
た
。

　
今
回
、
防
災
無
線
で
逆
に
不
安

を
あ
お
る
地
区
も
あ
る
た
め
放
送

を
控
え
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
今
後
、
予
備
放
送
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

問
　
町
長
は
被
害
状
況
の
確
認
、

巡
回
は
行
っ
た
か
伺
う
。

　
　
８
月
３
日
か
ら
の
奥
入
瀬
川

の
水
位
、
道
路
の
冠
水
に
よ
る
通

行
止
め
、
水
田
の
冠
水
状
況
を
目

視
で
確
認
。
４
日
以
降
は
担
当
課

よ
り
説
明
を
受
け
、
被
害
場
所
や

状
況
を
現
場
確
認
し
た
。

災
害
対
策
に
つ
い
て
問
う

問
　
去
る
８
月
３
日
に
発
生
し

た
大
雨
に
よ
る
当
町
の
被
害
場

所
や
状
況
は
。

　
ま
た
、
今
後
の
対
策
は
。

問
　
災
害
対
策
本
部
の
設
置
は

行
っ
た
か
伺
う
。

▼ 

一
般
質
問

▼ 

一
般
質
問

　
　
人
的
被
害
は
、
今
の
と
こ
ろ

は
な
い
。
家
屋
被
害
は
床
上
浸
水

１
件
、
床
下
浸
水
４
件
を
確
認
。

土
木
施
設
関
係
が
２
件
、
道
路
冠

水
に
よ
る
通
行
止
め
が
７
カ
所
。

農
林
水
産
業
施
設
は
、
３
日
及
び

９
日
以
降
の
降
雨
も
含
み
、
農
道

等
の
損
壊
が
14
カ
所
で
町
対
応
分

が
８
カ
所
、
土
地
改
良
区
対
応
分

６
カ
所
を
確
認
。さ
ら
に
、町
道
、

農
道
に
お
い
て
土
砂
流
出
等
は
相

当
数
あ
り
、
個
人
所
有
地
の
土
砂

崩
れ
５
件
も
確
認
し
て
い
る
。
ま

た
、
海
岸
に
大
量
の
流
木
な
ど
が

漂
着
し
て
い
る
。

　
近
年
に
な
い
降
水
量
と
な
り
、

一
時
的
に
自
然
排
水
が
困
難
と

な
っ
た
場
所
が
多
数
あ
っ
た
。
排

水
路
の
整
備
が
必
要
な
の
か
、
排

水
ポ
ン
プ
が
必
要
な
の
か
関
係
課

と
調
整
し
て
行
く
。

問
　
困
窮
世
帯
に
対
す
る
国
や

県
の
事
業
内
容
は
。

　
ま
た
、町
独
自
の
支
援
策
は
。

問
　
町
民
が
子
育
て
す
る
に
あ

た
り
、お
金
の
こ
と
や
育
児
等
に

つ
い
て
、幅
広
い
悩
み
を
気
軽
に

相
談
で
き
る
窓
口
や
連
絡
先
は
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
限
ら
ず
、
子
育

て
中
の
貧
困
世
帯
に
対
し
、
生
活

基
盤
を
安
定
す
る
た
め
に
就
労
支

援
や
生
活
支
援
の
充
実
が
必
要
で

あ
る
。

問
　
子
育
て
中
の
困
窮
世
帯
に

対
し
、
町
で
は
ど
の
よ
う
な
支

援
や
対
策
が
あ
れ
ば
救
わ
れ
る

と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
国
で
は
幼
児
・
保
育
の
無
償

化
の
推
進
及
び
質
の
向
上
、
生
活

困
窮
世
帯
や
ひ
と
り
親
家
庭
等
へ

の
進
学
費
用
の
負
担
軽
減
、
保
護

者
の
生
活
支
援
、
自
立
支
援
や
育

児
負
担
の
軽
減
な
ど
を
実
施
。

　
県
で
は
、
生
活
困
窮
世
帯
を
対

象
に
学
習
支
援
や
自
立
相
談
支

援
、
職
業
訓
練
な
ど
を
実
施
。

　
町
で
は
、
国
や
県
を
踏
ま
え
、

子
育
て
に
関
す
る
経
済
的
支
援
と

し
て
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化
、

保
育
料
や
副
食
費
の
軽
減
や
無
償

化
、
職
業
訓
練
、
資
金
の
貸
し
付

け
な
ど
を
実
施
。

　
ま
た
、民
間
企
業
な
ど
と
連
携
・

協
力
し
、「
お
い
ら
せ 

お
や
こ
食

堂
」
や
「
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
」

の
取
り
組
み
な
ど
の
支
援
を
し
て

い
る
。

　大雨による奥入瀬川の
水位状況を防災無線で　

～不安が募る町民へ気遣いを～　

　子育て困窮世帯を援助する
　町 の 対 策 は　

▲無料配布事業「フードパントリー」
　への食品・日用品の寄付

▲緑ヶ丘２号線カラー舗装
　整備完了

町
の
割
合
は
19
・
５
％
と
い
う
傾

向
を
示
し
た
。

※

収
入
の
う
ち
、
税
金
や
社
会
保
険
料

な
ど
を
除
い
た
所
得
で
、
自
分
で
自

由
に
使
え
る
手
取
り
収
入
。

▲町道北ノ平線豊原地区の法面崩壊▲イオン下田北側アンダーパス浸水

▲冠水した幸橋付近の農道

のりめん

答

答

答

答 答

問

問

問問答問

問

答

答

答

答

問

問

問

問 答 問



　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活

用
し
た
各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
令

和
３
年
第
４
回
町
議
会
定
例
会
の

行
政
報
告
に
お
い
て
、
今
年
度
中

に
導
入
す
る
旨
説
明
し
て
お
り
、

令
和
５
年
１
月
10
日
稼
働
に
向
け

て
、
現
在
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
「
本
籍
地
証
明
交
付
サ
ー

ビ
ス
」
に
つ
い
て
も
、
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス
と
併
せ
て
導
入
す

る
。

▼ 

一
般
質
問
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松　林　義　光 議員
まつ ばやし みつよし

▲おいらバス

馬　場　正　治 議員
ば ば まさ はる

米
軍
住
宅
の

ゴ
ミ
の
収
集
に
つ
い
て
問
う

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る

 

コ
ン
ビ
ニ
か
ら
の
行
政
関
係

書
類
の
申
請
に
つ
い
て
問
う

問
　
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

デ
マ
ン
ド
型
交
通
（
お
い
ら
バ

ス
）
は
、
か
な
り
利
用
者
が
増

え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ

れ
ま
で
の
運
行
実
績
と
問
題

点
、
利
用
者
か
ら
の
声
な
ど
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
４
か

月
間
で
４
８
３
９
人
の
利
用
が
あ

り
、１
日
平
均
は
約
39・７
人
と
な

る
。４
月
は
９
３
１
人
、７
月
は
１

４
２
９
人
と
増
加
し
て
き
て
い
る
。

　
問
題
点
と
し
て
は
、予
約
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
や
ド
ラ
イ
バ
ー
が「
お
い

ら
バ
ス
」の
運
行
に
関
し
て
ま
だ
不

慣
れ
で
あ
る
こ
と
。お
昼
時
間
帯

は
ド
ラ
イ
バ
ー
も
交
代
で
休
憩
を

と
る
た
め
予
約
が
取
り
に
く
く
な

る
こ
と
。車
両
が
大
型
ワ
ゴ
ン
車

の
た
め
狭
い
路
地
に
入
っ
て
行
け

な
い
、な
ど
の
問
題
が
あ
る
。

　
な
お
、利
用
者
か
ら
は
、便
利
だ

っ
た
、買
い
物
が
楽
に
な
っ
た
、と

い
う
声
が
聞
か
れ
る
一
方
で
問
題

点
の
指
摘
や
改
善
要
望
の
声
も
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

▲8月3日の集中豪雨で法面が崩落した現場

８
月
の
大
雨
に
よ
る

被
害
と
復
旧
に
つ
い
て
問
う

デ
マ
ン
ド
バ
ス（
お
い
ら
バ
ス
）

の
運
行
状
況
は

問
　
現
在
、
向
山
か
ら
豊
原
間

の
町
道
の
路
肩
が
崩
落
し
て
片

側
通
行
と
な
っ
て
お
り
、
交
通

量
が
多
い
こ
と
か
ら
早
期
の
復

旧
が
望
ま
れ
る
が
、
完
全
復
旧

は
い
つ
頃
か
。

　
　
８
月
３
日
の
豪
雨
に
よ
り
、

道
路
法
面
が
幅
約
15
ｍ
、
高
さ
約

５
ｍ
に
わ
た
り
崩
壊
し
た
。
８
月

９
日
ま
で
に
仮
復
旧
を
完
了
し
、

現
在
、
本
復
旧
工
事
の
設
計
を
進

め
て
い
る
。
完
了
時
期
は
年
内
を

目
標
と
し
て
い
る
が
、
軟
弱
地
盤

の
た
め
長
引
く
可
能
性
が
あ
る
。

問
　
地
権
者
全
員
の
用
地
買

収
、
移
転
補
償
は
終
了
し
て
い

る
か
。

　
　
用
地
及
び
補
償
の
対
象
件
数

は
23
件
。
う
ち
今
年
８
月
末
時
点

で
１
件
完
了
。
交
渉
中
６
件
。
残

り
16
件
は
令
和
４
年
度
以
降
に
交

渉
。問

　
文
科
省
は
小
学
校
全
学
年

１
学
級
当
た
り
、
35
人
と
す
る

方
針
を
２
０
２
１
年
度
か
ら
５

年
か
け
、
段
階
的
に
実
施
す
る

と
新
聞
報
道
が
あ
っ
た
が
、
現

在
、
ど
の
よ
う
に
進
展
し
て
い

る
の
か
。

　
ま
た
、
方
針
実
施
時
や
教
室

不
足
の
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

教
育
関
係
に
つ
い
て
問
う

八
戸
野
辺
地
線
交
通
安
全

施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
伺
う

　
　
青
森
県
の
弾
力
的
な
学
級
編

成
に
よ
り
小
・
中
学
校
の
１
年
生

で
33
人
の
少
人
数
学
級
制
を
実
施

中
。

　
教
室
不
足
に

よ
り
校
舎
増
築

と
な
る
小
学
校

は
今
の
と
こ
ろ

な
い
。

　
各
選
挙
と
も
、
割
合
か
ら
見
る

と
、
５
割
以
上
の
有
権
者
が
18
時

以
降
に
投
票
し
て
い
る
た
め
投
票

の
機
会
の
提
供
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
捉
え
て
い
る
。

問
　
全
投
票
所
の
投
票
時
間
を

２
時
間
繰
り
上
げ
て
実
施
す
る

考
え
は
な
い
か
。

　
　
公
職
選
挙
法
で
は
、
投
票
の

便
宜
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
特
別
な
事
情
が
あ
る
場

合
、
ま
た
は
、
投
票
に
支
障
を
き

た
さ
な
い
と
認
め
ら
れ
る
特
別
な

事
情
が
あ
る
場
合
と
規
定
。
町
内

全
域
に
適
用
で
き
る
相
応
の
理
由

が
必
要
な
た
め
、こ
れ
ま
で
通
り
、

豊
栄
地
区
の
み
の
限
定
し
た
取
り

扱
い
と
な
る
。

問
　
県
主
管
路
線
だ
が
、
地
域

住
民
の
た
め
事
業
概
要
を
お
知

ら
せ
願
い
た
い
。

　
　
木
ノ
下
墓
地
付
近
か
ら
氣
比

神
社
北
側
ま
で
の
延
長
５
９
５
ｍ

の
歩
道
幅
員
を
１
ｍ
か
ら
２
・
５

ｍ
に
、車
道
幅
員
を
６
ｍ
か
ら
７
・

５
ｍ
に
改
良
。
事
業
期
間
は
、
平

成
30
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で

に
測
量
設
計
及
び
用
地
測
量
完

了
。
令
和
３
年
度
以
降
、
用
地
買

収
及
び
移
転
補
償
等
を
行
い
工
事

実
施
予
定
だ
が
、
完
了
時
期
は
未

定
と
県
か
ら
確
認
。

問
　
今
回
の
町
長
選
挙
及
び
前

回
の
町
議
会
議
員
選
挙
の
18
時

か
ら
20
時
ま
で
の
投
票
率
及
び

投
票
者
数
は
。

　
ま
た
、
そ
の
投
票
者
数
を
ど

う
捉
え
て
い
る
の
か
。

選
挙
関
係
に
つ
い
て
問
う

問
　
期
日
前
投
票
所
を
増
設
す

る
た
め
の
ハ
ー
ド
ル
は
。

　
ま
た
、
人
口
が
増
え
続
け
て

い
る
北
部
地
区
に
増
設
す
る
考

え
は
な
い
か
。

問
　
現
在
、
県
内
で
投
票
時
間

を
18
時
ま
で
繰
り
上
げ
て
い
る

市
町
村
は
あ
る
の
か
。

　
実
在
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば

市
町
村
名
を
。

▼ 

一
般
質
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▼ 

一
般
質
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課
題
は
、
増
設
に
伴
う
経
費

の
増
加
と
、
投
票
所
に
配
置
す
る

人
的
な
体
制
確
保
の
２
点
。

　
な
お
、
増
設
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
議
会
で
も
意
見
や
要
望
が

あ
り
、
こ
れ
ら
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
北
公
民
館
に
１
か
所
を
増
設

実
現
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
現
在
の
期
日
前
投
票
所

で
あ
る
中
央
公
民
館
を
イ
オ
ン
下

田
へ
移
設
を
考
え
て
お
り
、
令
和

５
年
予
定
の
統
一
地
方
選
挙
に
向

け
て
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　
　
全
て
の
投
票
所
の
閉
鎖
時
刻

の
繰
り
上
げ
は
、
国
政
選
挙
や
知

事
選
挙
、
県
議
会
選
挙
で
は
実
例

が
な
い
。
市
町
村
長
や
市
町
村
議

会
議
員
選
挙
の
み
限
定
で
、
南
部

町
、
今
別
町
、
蓬
田
村
及
び
田
舎

館
村
の
４
つ
の
町
村
で
実
施
。

問
　
六
戸
町
で
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
り
コ
ン
ビ
ニ

か
ら
県
外
の
自
治
体
に
戸
籍
関

係
の
書
類
を
申
請
し
て
取
り
寄

せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
聞
い
た

が
、
県
外
か
ら
の
移
住
者
が
増

え
て
い
る
当
町
は
六
戸
町
よ
り

ニ
ー
ズ
が
高
い
と
思
わ
れ
る
た

め
、
早
急
に
こ
の
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
町
は
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
の
か
。

問
　
北
部
地
区
の
町
内
会
が
管

理
す
る
ゴ
ミ
集
積
場
所
に
、
三

沢
市
指
定
の
ゴ
ミ
袋
が
不
法
に

持
ち
込
ま
れ
、
行
政
推
進
委
員

会
議
で
も
対
策
を
求
め
る
声
が

あ
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の

後
の
対
応
は
。

の
り
め
ん

　
　
三
沢
市
指
定
の
ゴ
ミ
袋
が
残

さ
れ
て
い
る
事
実
を
三
沢
市
に
情

報
提
供
し
て
い
る
が
、
北
部
地
区

の
町
内
会
は
三
沢
市
と
隣
接
し
て

お
り
、
間
違
っ
て
入
れ
た
り
通
り

す
が
り
で
入
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

た
め
、
問
題
の
多
い
ゴ
ミ
収
集
場

所
に
つ
い
て
は
注
意
喚
起
の
表
示

を
行
う
な
ど
、
町
内
会
と
相
談
し

な
が
ら
、
引
き
続
き
適
正
な
ご
み

処
理
に
努
め
て
い
く
。

　北 部 地 区 へ
期 日 前 投 票 所 の 開 設 は　

▲期日前投票所を増設検討中の
北公民館

▲町指定以外のゴミ袋が
　持ち込まれたゴミ集積場所

　向 山 駅 か ら 豊 原 間 の
　町 道 の 完 全 復 旧 時 期 は　

▼各選挙の投票状況
R4.2.27
執行
町長選挙

H31.4.21
執行

町議会選挙
18～ 20時ま
での投票者数 ５００人 ８２７人

有権者数に
対する投票率 ２．４％ ４．１％

当日の投票者に
占める割合 ５．０％ ８．７％

のりめん

答

答答

答答

問

問

問

答 問問答

問 問

答

答

答

答

問

問

問

問



　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活

用
し
た
各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
令

和
３
年
第
４
回
町
議
会
定
例
会
の

行
政
報
告
に
お
い
て
、
今
年
度
中

に
導
入
す
る
旨
説
明
し
て
お
り
、

令
和
５
年
１
月
10
日
稼
働
に
向
け

て
、
現
在
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
「
本
籍
地
証
明
交
付
サ
ー

ビ
ス
」
に
つ
い
て
も
、
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス
と
併
せ
て
導
入
す

る
。

▼ 

一
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問
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馬　場　正　治 議員
ば ば まさ はる

米
軍
住
宅
の

ゴ
ミ
の
収
集
に
つ
い
て
問
う

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る

 

コ
ン
ビ
ニ
か
ら
の
行
政
関
係

書
類
の
申
請
に
つ
い
て
問
う

問
　
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

デ
マ
ン
ド
型
交
通
（
お
い
ら
バ

ス
）
は
、
か
な
り
利
用
者
が
増

え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ

れ
ま
で
の
運
行
実
績
と
問
題

点
、
利
用
者
か
ら
の
声
な
ど
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
４
か

月
間
で
４
８
３
９
人
の
利
用
が
あ

り
、１
日
平
均
は
約
39・７
人
と
な

る
。４
月
は
９
３
１
人
、７
月
は
１

４
２
９
人
と
増
加
し
て
き
て
い
る
。

　
問
題
点
と
し
て
は
、予
約
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
や
ド
ラ
イ
バ
ー
が「
お
い

ら
バ
ス
」の
運
行
に
関
し
て
ま
だ
不

慣
れ
で
あ
る
こ
と
。お
昼
時
間
帯

は
ド
ラ
イ
バ
ー
も
交
代
で
休
憩
を

と
る
た
め
予
約
が
取
り
に
く
く
な

る
こ
と
。車
両
が
大
型
ワ
ゴ
ン
車

の
た
め
狭
い
路
地
に
入
っ
て
行
け

な
い
、な
ど
の
問
題
が
あ
る
。

　
な
お
、利
用
者
か
ら
は
、便
利
だ

っ
た
、買
い
物
が
楽
に
な
っ
た
、と

い
う
声
が
聞
か
れ
る
一
方
で
問
題

点
の
指
摘
や
改
善
要
望
の
声
も
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

▲8月3日の集中豪雨で法面が崩落した現場

８
月
の
大
雨
に
よ
る

被
害
と
復
旧
に
つ
い
て
問
う

デ
マ
ン
ド
バ
ス（
お
い
ら
バ
ス
）

の
運
行
状
況
は

問
　
現
在
、
向
山
か
ら
豊
原
間

の
町
道
の
路
肩
が
崩
落
し
て
片

側
通
行
と
な
っ
て
お
り
、
交
通

量
が
多
い
こ
と
か
ら
早
期
の
復

旧
が
望
ま
れ
る
が
、
完
全
復
旧

は
い
つ
頃
か
。

　
　
８
月
３
日
の
豪
雨
に
よ
り
、

道
路
法
面
が
幅
約
15
ｍ
、
高
さ
約

５
ｍ
に
わ
た
り
崩
壊
し
た
。
８
月

９
日
ま
で
に
仮
復
旧
を
完
了
し
、

現
在
、
本
復
旧
工
事
の
設
計
を
進

め
て
い
る
。
完
了
時
期
は
年
内
を

目
標
と
し
て
い
る
が
、
軟
弱
地
盤

の
た
め
長
引
く
可
能
性
が
あ
る
。

問
　
地
権
者
全
員
の
用
地
買

収
、
移
転
補
償
は
終
了
し
て
い

る
か
。

　
　
用
地
及
び
補
償
の
対
象
件
数

は
23
件
。
う
ち
今
年
８
月
末
時
点

で
１
件
完
了
。
交
渉
中
６
件
。
残

り
16
件
は
令
和
４
年
度
以
降
に
交

渉
。問

　
文
科
省
は
小
学
校
全
学
年

１
学
級
当
た
り
、
35
人
と
す
る

方
針
を
２
０
２
１
年
度
か
ら
５

年
か
け
、
段
階
的
に
実
施
す
る

と
新
聞
報
道
が
あ
っ
た
が
、
現

在
、
ど
の
よ
う
に
進
展
し
て
い

る
の
か
。

　
ま
た
、
方
針
実
施
時
や
教
室

不
足
の
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

教
育
関
係
に
つ
い
て
問
う

八
戸
野
辺
地
線
交
通
安
全

施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
伺
う

　
　
青
森
県
の
弾
力
的
な
学
級
編

成
に
よ
り
小
・
中
学
校
の
１
年
生

で
33
人
の
少
人
数
学
級
制
を
実
施

中
。

　
教
室
不
足
に

よ
り
校
舎
増
築

と
な
る
小
学
校

は
今
の
と
こ
ろ

な
い
。

　
各
選
挙
と
も
、
割
合
か
ら
見
る

と
、
５
割
以
上
の
有
権
者
が
18
時

以
降
に
投
票
し
て
い
る
た
め
投
票

の
機
会
の
提
供
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
捉
え
て
い
る
。

問
　
全
投
票
所
の
投
票
時
間
を

２
時
間
繰
り
上
げ
て
実
施
す
る

考
え
は
な
い
か
。

　
　
公
職
選
挙
法
で
は
、
投
票
の

便
宜
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
特
別
な
事
情
が
あ
る
場

合
、
ま
た
は
、
投
票
に
支
障
を
き

た
さ
な
い
と
認
め
ら
れ
る
特
別
な

事
情
が
あ
る
場
合
と
規
定
。
町
内

全
域
に
適
用
で
き
る
相
応
の
理
由

が
必
要
な
た
め
、こ
れ
ま
で
通
り
、

豊
栄
地
区
の
み
の
限
定
し
た
取
り

扱
い
と
な
る
。

問
　
県
主
管
路
線
だ
が
、
地
域

住
民
の
た
め
事
業
概
要
を
お
知

ら
せ
願
い
た
い
。

　
　
木
ノ
下
墓
地
付
近
か
ら
氣
比

神
社
北
側
ま
で
の
延
長
５
９
５
ｍ

の
歩
道
幅
員
を
１
ｍ
か
ら
２
・
５

ｍ
に
、車
道
幅
員
を
６
ｍ
か
ら
７
・

５
ｍ
に
改
良
。
事
業
期
間
は
、
平

成
30
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で

に
測
量
設
計
及
び
用
地
測
量
完

了
。
令
和
３
年
度
以
降
、
用
地
買

収
及
び
移
転
補
償
等
を
行
い
工
事

実
施
予
定
だ
が
、
完
了
時
期
は
未

定
と
県
か
ら
確
認
。

問
　
今
回
の
町
長
選
挙
及
び
前

回
の
町
議
会
議
員
選
挙
の
18
時

か
ら
20
時
ま
で
の
投
票
率
及
び

投
票
者
数
は
。

　
ま
た
、
そ
の
投
票
者
数
を
ど

う
捉
え
て
い
る
の
か
。

選
挙
関
係
に
つ
い
て
問
う

問
　
期
日
前
投
票
所
を
増
設
す

る
た
め
の
ハ
ー
ド
ル
は
。

　
ま
た
、
人
口
が
増
え
続
け
て

い
る
北
部
地
区
に
増
設
す
る
考

え
は
な
い
か
。

問
　
現
在
、
県
内
で
投
票
時
間

を
18
時
ま
で
繰
り
上
げ
て
い
る

市
町
村
は
あ
る
の
か
。

　
実
在
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば

市
町
村
名
を
。

▼ 

一
般
質
問

▼ 

一
般
質
問

　
　
課
題
は
、
増
設
に
伴
う
経
費

の
増
加
と
、
投
票
所
に
配
置
す
る

人
的
な
体
制
確
保
の
２
点
。

　
な
お
、
増
設
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
議
会
で
も
意
見
や
要
望
が

あ
り
、
こ
れ
ら
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
北
公
民
館
に
１
か
所
を
増
設

実
現
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
現
在
の
期
日
前
投
票
所

で
あ
る
中
央
公
民
館
を
イ
オ
ン
下

田
へ
移
設
を
考
え
て
お
り
、
令
和

５
年
予
定
の
統
一
地
方
選
挙
に
向

け
て
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　
　
全
て
の
投
票
所
の
閉
鎖
時
刻

の
繰
り
上
げ
は
、
国
政
選
挙
や
知

事
選
挙
、
県
議
会
選
挙
で
は
実
例

が
な
い
。
市
町
村
長
や
市
町
村
議

会
議
員
選
挙
の
み
限
定
で
、
南
部

町
、
今
別
町
、
蓬
田
村
及
び
田
舎

館
村
の
４
つ
の
町
村
で
実
施
。

問
　
六
戸
町
で
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
り
コ
ン
ビ
ニ

か
ら
県
外
の
自
治
体
に
戸
籍
関

係
の
書
類
を
申
請
し
て
取
り
寄

せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
聞
い
た

が
、
県
外
か
ら
の
移
住
者
が
増

え
て
い
る
当
町
は
六
戸
町
よ
り

ニ
ー
ズ
が
高
い
と
思
わ
れ
る
た

め
、
早
急
に
こ
の
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
町
は
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
の
か
。

問
　
北
部
地
区
の
町
内
会
が
管

理
す
る
ゴ
ミ
集
積
場
所
に
、
三

沢
市
指
定
の
ゴ
ミ
袋
が
不
法
に

持
ち
込
ま
れ
、
行
政
推
進
委
員

会
議
で
も
対
策
を
求
め
る
声
が

あ
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の

後
の
対
応
は
。

の
り
め
ん

　
　
三
沢
市
指
定
の
ゴ
ミ
袋
が
残

さ
れ
て
い
る
事
実
を
三
沢
市
に
情

報
提
供
し
て
い
る
が
、
北
部
地
区

の
町
内
会
は
三
沢
市
と
隣
接
し
て

お
り
、
間
違
っ
て
入
れ
た
り
通
り

す
が
り
で
入
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

た
め
、
問
題
の
多
い
ゴ
ミ
収
集
場

所
に
つ
い
て
は
注
意
喚
起
の
表
示

を
行
う
な
ど
、
町
内
会
と
相
談
し

な
が
ら
、
引
き
続
き
適
正
な
ご
み

処
理
に
努
め
て
い
く
。

　北 部 地 区 へ
期 日 前 投 票 所 の 開 設 は　

▲期日前投票所を増設検討中の
北公民館

▲町指定以外のゴミ袋が
　持ち込まれたゴミ集積場所

　向 山 駅 か ら 豊 原 間 の
　町 道 の 完 全 復 旧 時 期 は　

▼各選挙の投票状況
R4.2.27
執行
町長選挙

H31.4.21
執行

町議会選挙
18～ 20時ま
での投票者数 ５００人 ８２７人

有権者数に
対する投票率 ２．４％ ４．１％

当日の投票者に
占める割合 ５．０％ ８．７％

のりめん

答

答答

答答

問

問

問

答 問問答

問 問

答

答

答

答

問

問

問

問
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■令和３年度決算状況
■決算審査報告（監査委員の意見）
■令和３年度決算特別委員会
■９月定例会（主な質疑／議案審議）
■ここが聞きたい一般質問：６人
■９月定例会行政報告（大雨による被害状況等）

「季節を感じ、
平和への祈りと喜びを」
～ 委員宅庭園にて ～

（写真提供：日野口 和子 委員）

 
 

   

 

第３回定例会　行政報告
８月大雨に係る被害状況等について報告がありました。

報告内容は抜粋して掲載しております。

　
世
界
中
を
震
撼
さ
せ
て

い
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
や
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
の
長
期
化
に
よ
り
、
世

界
の
経
済
情
勢
は
混
と
ん

と
し
て
お
り
ま
す
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
危
機
に
よ
り
、
資

源
な
ど
の
価
格
上
昇
は
当

面
続
く
と
の
見
方
が
支
配

的
に
な
る
中
、
円
安
に

よ
っ
て
多
く
の
生
活
必
需

品
が
値
上
げ
さ
れ
ま
し

た
。
更
に
液
化
天
然
ガ
ス

や
石
炭
の
価
格
が
急
騰
、

電
気
料
金
の
値
上
が
り
が

年
末
に
向
け
て
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
町
民
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
生
活
環
境

の
整
備
に
、
議
会
人
と
し

て
じ
く
じ
た
る
想
い
で
あ

り
ま
す
。
任
期
ま
で
あ
と

７
カ
月
間
、
町
の
成
長
発

展
に
将
来
を
担
う
人
材
育

成
と
発
掘
は
大
切
で
あ
り

ま
す
。「
議
会
だ
よ
り
」

を
町
民
と
議
会
の
大
き
な

懸
け
橋
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
広
報
委
員
平
野
敏
彦

町の魅力あふれる写真をお待ちしています。

「ぎかいだより懸橋」に
　表紙写真をお寄せください

【報告概要】
　８月３日未明から激しい雨が降り続き、大雨及び洪水警報が
発表され、同日夕方頃に両警報が解除。
　また、８月９日から18日の10日間、北日本に前線が停滞、強
い雨が続き、近年にない多くの被害が発生しました。災害対応
や被害状況、災害復旧経費などについて報告がありました。

【川の氾濫】
●青森県では平成31年から令和２年にかけ

て、奥入瀬川と明神川の浸水想定区域を大
幅に拡大しました。

　　町では自然災害の対策に努めています
が、災害発生時に最も重要となるのは、皆さ
ん一人ひとりが素早く避難し、安全を確保
することです。配布済みの『防災安全マッ
プ』を繰り返し手に取り見返し、防災訓練な
どの積極的な参加や自主的な訓練等を行
い、災害発生時に対応できるようお願いし
ます。

●浸水ランクの目安
　1,000年に一度の規模の大雨を想定
　・奥入瀬川流域の

12時間総雨量303㎜
　・明神川流域の

24時間総雨量529㎜

【災害復旧予算】
　　総　額　　2,124万円 ※千の位を四捨五入しています。

　　　　内訳　災害対策費　1,082万円
　　　　　　　災害復旧費　1,043万円

※今後増額となる見込み
※被害状況はＰ12・15・16の一般質問を参照

【土砂災害】
土砂災害の前ぶれ現象
・雨に注意しましょう

１時間に20㎜以上、または降り始めから100㎜以上の降雨量になった
ら十分な注意が必要です。
・避難場所の経路を確認しましょう

日頃から自分の住んでいる周りや避難場所までの経路に「土砂災害（特
別）警戒区域」があるか、防災安全マップのハザード情報で確認しま
しょう。

【５段階レベルを用いた防災情報】

第４回定例会のお知らせ
令和４年12月１日（木）午前10時から

おいらせ町議会では、
みなさんの傍聴をお待ちしています。

傍聴の際はマスク着用をお願いします。
●問い合せ　議会事務局（本庁舎３階）
●電　　話　０１７８（５６）２１１２

送付先：おいらせ町議会事務局 議会広報係
電　話：0178-56-2111（代表）
メール：gikai＠town.oirase.aomori.jp

 

 日頃から大雨に対する心がけを

▶詳しくは
　令和４年８月改訂の
　『防災安全マップ』を
　ご覧ください。

警戒レベル 状況 住民に求める行動 避難情報 防災気象情報
警戒レベル

５
災害発生

または切迫
命の危険

直ちに安全確保
緊急安全確保
（町が発令）

大雨特別警報
氾濫発生情報

〈警戒レベル４までに必ず避難！〉

警戒レベル
４

災害のおそれ
高い

危険な場所から
全員退避

避難指示
（町が発令）

土砂災害
警戒情報

氾濫危険情報

警戒レベル
３

災害のおそれ
あり

危険な場所から
高齢者等は避難

高齢者等避難
（町が発令）

大雨警報
洪水警報

氾濫警戒情報
警戒レベル

2 気象状況悪化 自らの避難行動を
確認 ― 大雨・洪水・

高潮注意報
警戒レベル

１
今後気象状況
悪化のおそれ

災害への心構えを
高める ― 早期注意情報




